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企
業
不
祥
事
と
は
な
に
か

企
業
不
祥
事
の
定
義

一
九
九
〇
年
代
か
ら
今
日
ま
で
、
企
業
統
治
の
た
め
の
さ
ま
ざ
ま
な
し
く
み
が
整
備
さ
れ
て
き
た
が
、
企
業
不
祥
事
は
一
向
に
減
ら
な

い
。
日
本
監
査
役
協
会
（
二
〇
〇
九
）
は
「「
企
業
不
祥
事
」
ま
た
は
「
不
祥
事
」
と
は
、
会
社
の
役
職
員
に
よ
る
、
不
正
の
行
為
ま
た
は

法
令
も
し
く
は
定
款
に
違
反
す
る
重
大
な
事
実
、
そ
の
他
会
社
に
対
す
る
社
会
の
信
頼
を
損
な
わ
せ
る
よ
う
な
不
名
誉
で
好
ま
し
く
な
い

事
象
を
い
う
。」（
四
頁
）
と
定
義
し
て
い
る
。
こ
の
定
義
に
該
当
す
る
と
判
断
さ
れ
る
事
象
を
、
主
要
メ
デ
ィ
ア
（
1
）

か
ら
検
索
し
た
北
見
幸

六
九
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一
の
デ
ー
タ
に
よ
れ
ば
、
企
業
不
祥
事
は
二
〇
〇
〇
年
に
は
一
三
七
件
で
あ
っ
た
が
二
〇
一
〇
年
に
は
一
八
〇
件
に
上
る
。
ま
た
、
東
京

商
工
リ
サ
ー
チ
の
調
査
（
2
）

に
よ
れ
ば
、
二
〇
〇
八
年
か
ら
二
〇
一
二
年
ま
で
の
五
年
間
で
み
て
も
、
上
場
企
業
で
あ
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、

粉
飾
を
主
体
と
す
る
不
適
切
な
会
計
・
経
理
を
開
示
し
た
企
業
は
実
に
一
三
〇
社
に
も
上
る
。
個
別
の
事
案
で
も
、
オ
リ
ン
パ
ス
、
ラ
イ

ブ
ド
ア
な
ど
の
ケ
ー
ス
は
記
憶
に
新
し
い
。
ま
た
、
二
〇
〇
九
年
一
一
月
に
東
証
マ
ザ
ー
ズ
に
上
場
し
た
半
導
体
製
造
装
置
メ
ー
カ
ー
、

株
式
会
社
エ
フ
オ
ー
ア
イ
は
、
二
〇
〇
九
年
三
月
期
の
実
際
の
売
上
高
が
三
一
九
百
万
円
に
す
ぎ
な
か
っ
た
の
に
、
一
一
八
五
五
百
万
円

に
大
幅
に
水
増
し
し
て
い
た
（
3
）

。
実
に
売
上
高
の
九
七
％
が
粉
飾
で
あ
っ
た
。

こ
の
よ
う
に
、
わ
れ
わ
れ
は
日
常
的
に
企
業
不
祥
事
と
い
わ
れ
る
事
象
を
経
験
し
て
い
る
が
、
企
業
不
祥
事
の
定
義
は
上
記
の
日
本
監

査
役
協
会
に
よ
る
も
の
以
外
に
も
さ
ま
ざ
ま
な
も
の
が
あ
る
。
樋
口
（
二
〇
一
二
）
は
企
業
よ
り
広
い
概
念
で
あ
る
組
織
の
不
祥
事
に
つ

い
て
「
組
織
に
重
大
な
不
利
益
を
も
た
ら
す
可
能
性
が
あ
る
業
務
上
の
事
件
又
は
事
故
で
あ
っ
て
、
①
そ
の
発
生
が
予
見
可
能
で
あ
っ
た

こ
と
、
②
適
当
な
防
止
対
策
（
被
害
軽
減
対
策
を
含
む
）
が
存
在
し
た
こ
と
、
③
当
該
組
織
に
よ
る
注
意
義
務
の
違
反
が
重
要
な
原
因
と

な
っ
た
こ
と
の
3
要
件
を
満
た
す
も
の
」（
二
二
│
二
三
頁
）
と
定
義
し
て
い
る
。
こ
の
定
義
は
組
織
を
主
体
と
し
た
定
義
で
、
組
織
が
権

利
義
務
の
主
体
と
な
る
こ
と
を
前
提
に
し
て
い
る
よ
う
に
み
え
る
。

樋
口
の
定
義
は
、「
組
織
に
重
大
な
不
利
益
を
も
た
ら
す
」
か
ら
不
祥
事
と
す
る
も
の
だ
が
、
そ
う
で
は
な
く
、
む
し
ろ
組
織
外
へ
の

悪
影
響
が
あ
る
か
ら
不
祥
事
で
あ
る
と
す
る
意
見
も
あ
る
。
た
と
え
ば
、
間
嶋
（
二
〇
〇
七
）
は
組
織
不
祥
事
に
つ
い
て
「
公
共
の
利
害

に
反
し
、（
顧
客
、
株
主
、
地
域
住
民
な
ど
を
中
心
と
し
た
）
社
会
や
自
然
環
境
に
重
大
な
不
利
益
を
も
た
ら
す
企
業
や
病
院
、
警
察
、
官
庁
、

Ｎ
Ｐ
Ｏ
な
ど
に
お
け
る
組
織
的
事
象
・
現
象
の
こ
と
」（
二
頁
）
と
定
義
し
て
い
る
。
こ
の
場
合
は
あ
き
ら
か
に
、
組
織
自
体
で
は
な
く
、

む
し
ろ
社
会
や
自
然
環
境
な
ど
企
業
を
取
り
巻
く
利
害
関
係
人
や
公
共
（
社
会
全
般
）
に
悪
影
響
を
与
え
る
か
ら
不
祥
事
で
あ
る
、
と
い

七
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う
理
屈
で
あ
る
。

「
組
織
」
や
「
公
共
」
の
利
害
と
は
無
関
係
に
、「
社
会
通
念
」
を
判
断
基
準
と
す
る
考
え
も
あ
る
。
た
と
え
ば
、
宮
坂
（
二
〇
〇
九
）

は
企
業
不
祥
事
の
定
義
と
し
て
「
会
社
が
、「
社
会
通
念
」
に
照
ら
し
て
「
悪
い
こ
と
」
な
い
し
は
「
良
く
な
い
こ
と
」
で
あ
る
と
判
断

さ
れ
る
よ
う
な
事
柄
・
事
件
を
起
こ
し
た
と
き
に
、
そ
れ
は
「
企
業
不
祥
事
」
と
呼
ば
れ
る
こ
と
に
な
り
、
社
会
か
ら
糾
弾
さ
れ
る
、

と
。」
し
て
い
る
（
一
五
五
頁
）。
つ
ま
り
、「
社
会
通
念
」
な
い
し
は
「
社
会
の
規
範
」
を
逸
脱
す
る
か
ら
不
祥
事
で
あ
る
と
い
う
（
4
）

。

ま
た
、
本
章
の
冒
頭
で
紹
介
し
た
日
本
監
査
役
協
会
（
二
〇
〇
九
）
の
定
義
は
「
会
社
に
対
す
る
社
会
の
信
頼
を
損
な
わ
せ
る
」
か
ら

不
祥
事
と
し
て
い
る
。
こ
れ
は
、
社
会
の
信
頼
を
損
ね
る
こ
と
に
よ
っ
て
当
該
企
業
に
と
っ
て
不
利
益
な
の
か
、
会
社
と
い
う
制
度
の
信

頼
を
損
ね
る
か
ら
社
会
に
と
っ
て
不
利
益
な
の
か
明
ら
か
で
は
な
い
。
前
者
な
ら
樋
口
と
同
じ
で
あ
る
が
、
後
者
、
制
度
と
し
て
の
会
社

へ
の
信
頼
性
を
損
ね
る
か
ら
不
祥
事
で
あ
る
と
い
う
こ
と
な
ら
、
新
た
な
視
点
を
提
供
し
て
い
る
。

い
ず
れ
に
せ
よ
、
以
上
の
よ
う
に
な
ぜ
不
祥
事
な
の
か
に
つ
い
て
は
、
①
「
組
織
」
に
不
利
益
を
も
た
ら
す
か
ら
、
②
「
公
共
の
利

害
」
に
反
す
る
か
ら
、
③
「
社
会
通
念
」
つ
ま
り
そ
の
時
点
で
の
社
会
の
規
範
に
反
す
る
か
ら
、
④
制
度
と
し
て
の
会
社
へ
の
信
頼
性
を

損
ね
る
か
ら
、
な
ど
意
見
が
多
岐
に
わ
た
っ
て
い
る
。
本
稿
で
は
、
日
本
監
査
役
協
会
（
二
〇
〇
九
）
の
定
義
に
準
拠
す
る
が
、
そ
の
あ

い
ま
い
な
部
分
を
排
除
し
、「
企
業
不
祥
事
と
は
、
会
社
の
役
職
員
に
よ
る
、
不
正
行
為
ま
た
は
法
令
も
し
く
は
定
款
に
違
反
す
る
重
大

な
事
実
、
そ
の
他
公
共
の
利
害
な
い
し
は
社
会
の
規
範
に
反
す
る
行
為
で
、
会
社
に
対
す
る
社
会
の
信
頼
を
損
な
わ
せ
る
よ
う
な
不
名
誉

で
好
ま
し
く
な
い
事
象
。」
と
定
義
す
る
。
こ
れ
に
よ
れ
ば
、
基
本
的
に
企
業
不
祥
事
と
は
、
当
該
企
業
に
と
っ
て
の
不
利
益
で
は
な
く
、

当
該
企
業
を
と
り
ま
く
社
会
の
さ
ま
ざ
ま
な
構
成
員
に
対
し
て
害
を
及
ぼ
す
か
ら
不
祥
事
で
あ
る
。
こ
の
定
義
に
よ
れ
ば
、
企
業
不
祥
事

は
企
業
と
い
う
法
人
が
起
す
も
の
で
は
な
く
、
企
業
の
役
職
員
で
あ
る
自
然
人
が
起
こ
す
も
の
で
あ
る
（
5
）

。

七
一
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企
業
不
祥
事
の
分
類

北
見
（
二
〇
一
〇
）
は
、
企
業
不
祥
事
を
要
因
・
影
響
別
に
分
類
す
る
マ
ト
リ
ク
ス
を
構
築
し
た
（
図
表
1
（
6
）

）。
横
軸
は
、
不
祥
事
の
要

因
に
よ
る
分
類
で
あ
り
「
規
範
逸
脱
行
動
」
と
「
対
策
不
備
」
の
二
つ
の
タ
イ
プ
に
企
業
不
祥
事
を
分
類
し
て
い
る
。
縦
軸
は
、
最
終
消

費
者
に
直
接
的
に
影
響
を
与
え
る
こ
と
に
つ
な
が
る
か
否
か
で
「
製
品
・
サ
ー
ビ
ス
」
と
「
企
業
・
組
織
」
の
二
つ
に
不
祥
事
を
分
類
し

て
い
る
。

図
表
1
の
右
上
、
第
一
象
限
は
、
規
範
逸
脱
行
為
を
伴
い
、
最
終
消
費
者
に
直
接
的
な
被
害
を
与
え
る
不
祥
事
で
あ
る
。
具
体
的
に
は
、

製
品
・
サ
ー
ビ
ス
の
表
示
違
反
・
偽
装
、
品
質
偽
装
、
対
応
が
遅
く
不
祥
事
へ
の
反
省
が
み
ら
れ
な
い
と
い
う
意
味
で
の
社
会
的
倫
理
逸

脱
、
そ
の
他
の
法
令
違
反
が
含
ま
れ
る
。

さ
ら
に
、
第
二
象
限
（
左
上
）
は
製
品
・
サ
ー
ビ
ス
に
関
連
す
る
対
策
不
備
に
起
因
す
る
不
祥
事
で
あ
り
、
欠
陥
商
品
の
回
収
、
特
許

訴
訟
、
顧
客
情
報
漏
え
い
な
ど
で
あ
る
。
第
三
象
限
（
左
下
）
は
、
製
品
・
サ
ー
ビ
ス
で
は
な
く
企
業
・
組
織
に
直
接
か
か
わ
る
も
の
だ

が
規
範
逸
脱
行
動
で
は
な
く
対
策
不
備
に
よ
る
不
祥
事
で
あ
る
。
火
災
な
ど
の
生
産
拠
点
の
損
壊
、
環
境
汚
染
な
ど
が
こ
れ
に
該
当
す
る
。

ま
た
、
第
四
象
限
（
右
下
）
は
、
最
終
消
費
者
に
直
接
的
な
被
害
を
与
え
る
も
の
で
は
な
い
規
範
逸
脱
行
為
を
伴
う
不
祥
事
で
あ
る
。
製

品
・
サ
ー
ビ
ス
に
関
す
る
も
の
で
は
な
い
が
、
企
業
そ
の
も
の
規
範
逸
脱
行
為
で
あ
り
、
総
会
屋
利
益
供
与
、
有
価
証
券
報
告
書
虚
偽
記

載
、
談
合
、
横
領
・
贈
収
賄
な
ど
の
背
任
・
特
別
背
任
、
イ
ン
サ
イ
ダ
ー
取
引
、
粉
飾
、
経
営
者
の
反
社
会
的
勢
力
と
の
関
係
な
ど
の
社

会
的
倫
理
逸
脱
な
ど
が
あ
て
は
ま
る
。

さ
ら
に
、
図
表
2
は
図
表
1
の
分
類
に
よ
っ
て
具
体
的
に
ど
の
よ
う
な
事
例
が
あ
げ
ら
れ
る
か
を
示
し
て
い
る
。
社
会
的
倫
理
逸
脱
は

図
表
2
の
第
一
象
限
（
右
上
）
と
第
四
象
限
（
右
下
）
の
二
カ
所
に
記
載
さ
れ
て
い
る
が
、
前
者
は
製
品
に
か
か
わ
る
も
の
で
、
対
応
が

七
二
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遅
く
不
祥
事
へ
の
反
省
が
み
ら
れ
な
い
と
い
う
ケ
ー
ス
で
あ
り
、
三

菱
自
動
車
工
業
の
リ
コ
ー
ル
事
件
な
ど
は
こ
れ
に
分
類
さ
れ
る
。
後

者
は
企
業
・
組
織
に
関
わ
る
も
の
で
違
法
で
は
な
い
が
、
社
会
的
規

範
に
て
ら
し
て
問
題
が
あ
る
事
案
、
た
と
え
ば
反
社
会
的
勢
力
と
の

つ
き
あ
い
な
ど
が
あ
げ
ら
れ
る
。
な
お
、
三
菱
自
動
車
工
業
は
第
一

象
限
、
第
二
象
限
の
両
方
に
記
載
さ
れ
て
い
る
が
、
第
二
象
限
は
製

品
そ
の
も
の
の
欠
陥
に
対
す
る
対
策
不
備
が
原
因
の
不
祥
事
、
第
一

象
限
は
そ
の
対
応
が
不
適
切
で
あ
っ
た
こ
と
に
起
因
す
る
不
祥
事
と

い
う
意
味
で
別
々
に
記
載
さ
れ
て
い
る
。

北
見
は
こ
の
分
類
に
し
た
が
い
、
二
〇
〇
〇
年
と
二
〇
一
〇
年
の

両
年
に
報
道
さ
れ
た
企
業
不
祥
事
を
調
査
し
、
そ
れ
ぞ
れ
一
三
七
件
、

一
八
〇
件
を
採
集
し
た
。
両
年
を
合
計
し
た
三
一
七
件
の
う
ち
製

品
・
サ
ー
ビ
ス
に
関
す
る
対
策
不
備
が
二
四
三
件
、
次
い
で
組
織
レ

ベ
ル
の
規
範
逸
脱
が
四
五
件
と
そ
れ
ぞ
れ
全
体
の
七
六
％
と
一
四
％

と
、
両
者
で
報
道
さ
れ
た
企
業
不
祥
事
の
九
割
を
占
め
て
い
る
。
な

お
、
製
品
・
サ
ー
ビ
ス
レ
ベ
ル
の
規
範
逸
脱
は
一
三
件
で
四
％
、
企

業
レ
ベ
ル
で
の
対
策
不
備
が
一
七
件
で
五
％
で
あ
っ
た
。
二
〇
一
〇

図表 1　北見（2010）による企業不祥事の分類

ＳＣ：ソーシャル・キャピタル

（出所）北見幸一『企業社会関係資本と市場評価』p.74に基づき稲葉加筆
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年
の
件
数
を
二
〇
〇
〇
年
と
比
較
す
る
と
、
す
で
に
述
べ
た
よ
う
に

一
三
七
件
か
ら
一
八
〇
件
へ
と
三
一
％
増
加
し
て
お
り
、
な
か
で
も

組
織
レ
ベ
ル
の
規
範
逸
脱
が
一
三
件
か
ら
三
二
件
へ
と
二
・
五
倍
と

な
り
、
こ
の
分
類
の
不
祥
事
が
全
体
の
二
割
近
く
で
あ
る
一
八
％
を

占
め
る
よ
う
に
な
っ
て
い
る
の
が
目
立
っ
て
い
る
。

わ
が
国
の
一
九
四
五
年
以
降
二
〇
〇
七
年
一
月
ま
で
の
主
だ
っ
た

企
業
不
祥
事
を
採
録
し
た
企
業
不
祥
事
事
典
（
7
）

を
参
考
に
、
一
四
七

ケ
ー
ス
を
北
見
の
分
類
で
再
分
類
す
る
と
、
図
表
3
に
示
さ
れ
る
よ

う
に
、
組
織
レ
ベ
ル
の
規
範
逸
脱
が
全
体
の
五
七
％
を
占
め
る
。
逆

に
、
製
品
・
サ
ー
ビ
ス
に
関
す
る
対
策
不
備
は
全
体
の
一
二
％
を
占

め
る
に
す
ぎ
な
い
。
つ
ま
り
、
新
聞
な
ど
の
メ
デ
ィ
ア
で
報
道
さ
れ

る
不
祥
事
は
大
部
分
が
製
品
・
サ
ー
ビ
ス
に
関
す
る
対
策
不
備
で
あ

る
が
、
重
大
企
業
不
祥
事
は
圧
倒
的
に
組
織
レ
ベ
ル
の
規
範
逸
脱
が

多
い
こ
と
が
わ
か
る
。

北
見
の
分
類
は
不
祥
事
の
特
性
か
ら
分
類
し
た
も
の
で
あ
る
が
、

間
嶋
は
組
織
不
祥
事
を
起
こ
し
た
当
事
者
の
立
場
か
ら
分
類
し
て
い

る
（
8
）

。
図
表
4
に
示
さ
れ
る
よ
う
に
、
間
嶋
は
組
織
不
祥
事
が
、
①
意

図表 2　企業不祥事の具体例

（出所）北見幸一『企業社会関係資本と市場評価』p.74に基づき稲葉作成
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図
的
か
否
か
、
②
個
人
的
か
組
織
的
か
、

の
二
つ
の
観
点
か
ら
分
類
し
て
い
る
。
こ

の
分
類
に
よ
れ
ば
、
着
服
や
横
領
は
個
人

的
か
つ
意
図
的
な
不
祥
事
、
作
業
ミ
ス
な

ど
の
局
所
的
事
故
は
個
人
的
か
つ
意
図
せ

ざ
る
不
祥
事
、
隠
蔽
や
改
ざ
ん
は
組
織
的

で
意
図
的
な
不
祥
事
、
大
規
模
な
組
織
事

故
は
組
織
的
で
意
図
せ
ざ
る
不
祥
事
、
と

し
て
い
る
。
北
見
と
間
嶋
の
分
類
を
比
較

す
る
と
、
間
嶋
の
意
図
的
か
否
か
、
と
い

う
分
類
は
、
北
見
の
規
範
逸
脱
行
動
か
対

策
不
備
か
、
に
ほ
ぼ
対
応
し
て
い
る
（
9
）

。
し

か
し
、
間
嶋
の
個
人
的
か
組
織
的
か
と
い

う
分
類
は
、
北
見
の
製
品
・
サ
ー
ビ
ス
に

か
か
わ
る
も
の
か
企
業
・
組
織
に
関
わ
る

も
の
か
、
と
い
う
分
類
と
本
質
的
に
異
な

る
次
元
を
扱
っ
て
い
る
。
両
者
と
も
「
企

図表 3　北見の分類による主要不祥事147ケースの内訳

図表 4　間嶋による組織不祥事の分類

個人的 組織的

意
図
的

Ａ
個人的で意図的な企業不祥事

着服、横領

Ｃ
組織的で意図的な企業不祥事

隠蔽、改ざん

非
意
図
的

Ｂ
個人的で意図せざる企業不祥事
作業ミスなどによる局所的事故

Ｄ
組織的な意図せざる企業不祥事

大規模な組織事故

（出所）2013年 3 月15日　企業不祥事研究会（於：日本大学法学部）における間
嶋崇講演「組織の不祥事／倫理研究の現在と未来」資料
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業
・
組
織
」
と
い
う
概
念
を
用
い
て
い
る
が
、
間
嶋
は
不
祥
事
を
起
こ
し
た
当
事
者
が

個
人
か
組
織
か
と
い
う
観
点
か
ら
の
分
類
で
あ
る
の
に
対
し
、
北
見
は
不
祥
事
の
特
性

が
製
品
・
サ
ー
ビ
ス
に
か
か
わ
る
も
の
か
、
そ
れ
と
も
組
織
に
関
わ
る
も
の
か
、
と
い

う
観
点
か
ら
の
分
類
で
あ
る
の
で
、
カ
ネ
ボ
ウ
の
美
白
化
粧
品
事
故
（
10
）

の
よ
う
に
、
北
見

の
分
類
に
よ
れ
ば
製
品
・
サ
ー
ビ
ス
に
関
わ
る
不
祥
事
で
も
、
間
嶋
の
分
類
に
よ
れ
ば

組
織
に
よ
る
不
祥
事
に
分
類
さ
れ
る
。

ち
な
み
に
、
わ
が
国
の
一
九
四
五
年
以
降
二
〇
〇
七
年
一
月
ま
で
の
主
だ
っ
た
企
業

不
祥
事
を
採
録
し
た
上
述
の
『
企
業
不
祥
事
事
典
』
を
参
考
に
、
一
四
七
件
の
不
祥
事

を
間
嶋
の
分
類
で
再
分
類
す
る
と
、
図
表
5
に
示
さ
れ
る
よ
う
に
、
組
織
的
か
つ
意
図

的
な
不
祥
事
（
11
）

が
全
体
の
五
四
％
と
過
半
を
占
め
、
こ
れ
に
組
織
的
か
つ
非
意
図
的
な
も

の
一
九
％
を
加
え
る
と
七
三
％
が
組
織
的
な
も
の
と
な
る
。
つ
ま
り
、
個
人
的
な
も
の

は
二
七
％
に
す
ぎ
な
い
。

い
ず
れ
に
し
て
も
、
企
業
不
祥
事
の
分
類
に
あ
た
っ
て
は
、
不
祥
事
を
起
こ
し
た
当

事
者
の
観
点
か
ら
の
分
類
と
不
祥
事
自
体
の
特
性
か
ら
の
分
類
の
二
つ
が
必
要
で
あ
ろ

う
。
ま
た
、
主
要
な
企
業
不
祥
事
一
四
七
件
に
両
者
の
分
類
を
適
用
す
る
と
、
不
祥
事

の
性
質
か
ら
み
れ
ば
、
大
部
分
は
組
織
・
企
業
に
関
わ
る
問
題
か
つ
規
範
逸
脱
で
あ
る

が
、
不
祥
事
の
主
体
か
ら
の
分
類
で
も
個
人
よ
り
も
む
し
ろ
組
織
・
企
業
内
の
ネ
ッ
ト

図表 5　間嶋の分類による主要企業不祥事147ケースの内訳

（資料）斎藤 憲『企業不祥事辞典─ケーススタディ 150』を参考に筆者作成
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ワ
ー
ク
を
活
用
し
た
も
の
に
な
っ
て
い
る
。
た
と
え
当
初
意
図
せ
ざ
る
も
の
で
も
、
そ
の
対
応
の
過
程
で
意
図
的
な
も
の
へ
変
容
し
て
い

る
ケ
ー
ス
も
あ
り
、
そ
れ
ら
を
含
め
る
と
、
不
祥
事
の
当
事
者
レ
ベ
ル
で
み
れ
ば
、
主
要
不
祥
事
の
大
部
分
は
組
織
レ
ベ
ル
の
意
図
し
た

不
祥
事
で
あ
る
。

二　

な
ぜ
不
祥
事
が
起
こ
る
の
か

日
本
監
査
役
協
会
の
分
析

そ
れ
で
は
、
な
ぜ
企
業
不
祥
事
が
生
じ
る
の
で
あ
ろ
う
か
。
日
本
監
査
役
協
会
が
二
〇
〇
三
年
に
発
表
し
た
『
企
業
不
祥
事
防
止
と
監

査
役
の
役
割
』
は
、
二
〇
〇
〇
年
一
月
か
ら
二
〇
〇
三
年
一
月
ま
で
の
三
年
間
に
わ
た
る
新
聞
紙
上
等
に
報
道
さ
れ
た
事
例
約
三
〇
〇
件

を
研
究
し
、
不
祥
事
を
以
下
の
五
つ
に
類
型
化
し
て
い
る
。

（
一
）　

経
営
ト
ッ
プ
が
ワ
ン
マ
ン
で
あ
っ
た
り
、
倫
理
観
を
欠
い
て
い
る
こ
と
に
起
因
す
る
ケ
ー
ス
。

（
二
）　

特
定
分
野
で
業
界
規
制
法
令
の
抜
け
穴
を
通
る
商
行
為
を
行
っ
た
り
、
特
殊
分
野
で
聖
域
化
し
他
部
門
か
ら
の
チ
ェ
ッ
ク
機
能

が
働
き
に
く
い
こ
と
を
盾
に
、
情
報
伝
達
ル
ー
ト
を
遮
断
し
た
り
、
真
実
の
報
告
を
し
な
く
な
っ
た
り
し
て
起
き
る
ケ
ー
ス
。

（
三
）　
「
保
守
的
・
守
旧
的
な
企
業
の
場
合
は
、
長
年
の
慣
行
が
改
め
ら
れ
に
く
い
の
で
、
不
正
・
不
当
な
慣
行
が
あ
っ
た
と
し
て
も
、

そ
れ
は
改
善
さ
れ
に
く
く
、
不
祥
事
が
発
生
す
る
土
壌
が
形
成
さ
れ
や
す
く
な
る
。
リ
ス
ク
に
つ
い
て
は
、
あ
え
て
そ
の
存
在
そ

の
も
の
に
目
を
つ
ぶ
ろ
う
と
し
、
そ
の
た
め
、
統
制
活
動
や
情
報
・
伝
達
は
そ
の
場
の
ご
都
合
主
義
に
終
わ
り
、
監
視
機
能
は
正

常
に
作
動
し
な
く
な
る
。」（
日
本
監
査
役
協
会
二
〇
〇
三
、
三
頁
）
と
い
っ
た
企
業
文
化
、
風
土
に
根
ざ
す
ケ
ー
ス
。

（
四
）　

平
素
の
危
機
管
理
不
徹
底
に
よ
る
個
人
犯
罪
・
事
故
・
ト
ラ
ブ
ル
の
ケ
ー
ス
（
12
）

。
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（
五
）　
「
世
の
中
全
体
が
一
つ
の
流
れ
の
中
に
あ
っ
て
、
適
法
・
社
会
的
に
も
許
さ
れ
る
と
し
て
行
為
を
し
た
と
こ
ろ
が
、
そ
の
後
不

祥
事
化
す
る
ケ
ー
ス
」（
日
本
監
査
役
協
会
二
〇
〇
三
、
は
じ
め
に
）。

樋
口
（
二
〇
一
二
）
の
三
分
類
・
因
果
表
示
法

上
記
の
ケ
ー
ス
分
け
は
、
不
祥
事
の
現
状
分
析
か
ら
直
接
的
な
原
因
を
探
っ
た
も
の
で
あ
る
が
、
樋
口
（
二
〇
一
二
）
は
よ
り
詳
細
な

「
三
分
類
・
因
果
表
示
法
（
13
）

」
を
提
案
し
て
い
る
。
こ
れ
は
組
織
不
祥
事
の
原
因
メ
カ
ニ
ズ
ム
分
析
の
た
め
に
、
原
因
を
直
接
原
因
、
Ⅰ
種

潜
在
的
原
因
、
Ⅱ
種
潜
在
的
原
因
の
三
分
類
を
し
た
う
え
で
因
果
関
係
を
検
討
す
る
も
の
で
、
直
接
原
因
を
「
組
織
不
祥
事
を
発
現
さ
せ

る
直
接
の
引
き
金
と
な
っ
た
問
題
行
動
（
不
作
為
を
含
む
）
で
あ
り
、
因
果
関
係
の
連
鎖
の
中
で
は
最
下
流
に
位
置
す
る
原
因
」、
潜
在
的

原
因
を
「
直
接
原
因
を
誘
発
又
は
助
長
し
た
因
果
関
係
に
連
な
る
組
織
上
の
問
題
点
」
と
定
義
し
て
い
る
。
さ
ら
に
、
潜
在
的
原
因
を
Ⅰ

種
と
Ⅱ
種
に
分
け
、
Ⅰ
種
潜
在
的
原
因
を
「
直
接
原
因
の
発
生
を
防
止
す
る
た
め
の
リ
ス
ク
管
理
の
不
備
に
関
す
る
原
因
」、
Ⅱ
種
を
Ⅰ

種
以
外
の
潜
在
的
原
因
と
し
て
い
る
。（
三
四
│
三
五
頁
）

樋
口
は
一
八
件
の
組
織
不
祥
事
に
つ
い
て
の
分
析
に
基
づ
き
、
Ⅱ
種
潜
在
的
原
因
と
し
て
、
ア
ウ
ト
ソ
ー
シ
ン
グ
の
影
響
、
作
業
効
率

の
追
求
・
コ
ス
ト
の
削
減
の
影
響
、
成
果
主
義
の
影
響
、
組
織
文
化
の
影
響
の
四
類
型
を
あ
げ
て
い
る
。

た
と
え
ば
二
〇
〇
六
年
の
日
興
コ
ー
デ
ィ
ア
ル
グ
ル
ー
プ
の
証
券
取
引
法
違
反
事
件
（
14
）

に
つ
い
て
は
、
直
接
原
因
が
「
Ｅ
Ｂ
債
の
発
行
期

日
の
操
作
に
よ
り
巨
額
の
評
価
益
を
不
正
に
計
上
し
た
こ
と
」、
Ｉ
種
潜
在
的
原
因
が
「
発
行
期
日
の
操
作
を
経
営
幹
部
が
黙
認
、
財
務

担
当
者
の
視
野
狭
窄
、
特
殊
な
会
計
ル
ー
ル
（
Ｖ
Ｃ
条
項
）
が
制
定
さ
れ
た
こ
と
」、
Ⅱ
種
潜
在
的
原
因
が
「
成
果
主
義
の
影
響
、
子
会
社

で
の
グ
ル
ー
プ
シ
ン
ク
（
15
）

の
発
生
、
ベ
ン
チ
ャ
ー
企
業
育
成
の
政
策
判
断
」
と
分
析
し
て
い
る
。
こ
の
こ
と
か
ら
明
ら
か
な
よ
う
に
、
直
接
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原
因
は
不
祥
事
の
発
端
と
な
っ
た
事
象
で
、
不
祥
事
の
一
部
で
あ
る
。
ま
た
、
Ｉ
種
潜
在
的
原
因
（
直
接
原
因
の
発
生
を
防
止
す
る
た
め
の

リ
ス
ク
管
理
の
不
備
に
関
す
る
原
因
）
は
、
企
業
の
内
部
統
制
シ
ス
テ
ム
の
不
備
、
Ⅱ
種
潜
在
的
原
因
は
お
も
に
組
織
が
お
か
れ
た
環
境
に

関
す
る
も
の
で
あ
る
。
樋
口
の
分
析
は
、
さ
ま
ざ
ま
な
要
因
が
影
響
し
あ
っ
て
生
じ
る
組
織
不
祥
事
の
ダ
イ
ナ
ミ
ク
ス
を
検
討
す
る
ツ
ー

ル
を
提
供
し
た
も
の
と
し
て
意
義
が
あ
る
。

組
織
文
化
論
モ
デ
ル

こ
の
ほ
か
、
直
接
企
業
不
祥
事
の
原
因
を
と
ら
え
る
も
の
で
は
な
い
が
、
間
嶋
（
二
〇
〇
七
）
は
ギ
デ
ン
ズ
の
構
造
化
理
論
を
も
と
に

ラ
ン
ソ
ン
＆
ヒ
ニ
ン
グ
ス
＆
グ
リ
ー
ン
ウ
ッ
ド
お
よ
び
バ
ー
リ
ー
ら
を
参
考
に
、
経
営
組
織
を
個
人
行
為
（
相
互
行
為
）、
構
造
（
文
化
）、

両
者
の
間
を
橋
渡
し
す
る
「
様
相
（m

odality

）」
の
三
つ
の
側
面
か
ら
と
ら
え
、
か
つ
そ
れ
ぞ
れ
に
、
相
互
行
為
に
は
①
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
、
②
道
徳
性
、
③
権
力
、
様
相
性
に
は
④
解
釈
図
式
、
⑤
規
範
、
⑥
便
益
、
構
造
に
は
⑦
意
味
作
用
、
⑧
正
当
化
、
⑨
支
配
の
計

九
つ
の
要
素
が
あ
り
、
こ
れ
ら
が
複
雑
に
か
ら
み
あ
っ
て
（
構
造
化
し
て
）
組
織
が
形
成
さ
れ
る
と
い
う
組
織
文
化
論
モ
デ
ル
を
企
業
不

祥
事
の
分
析
に
も
応
用
す
る
こ
と
を
提
唱
し
て
い
る
。
間
嶋
は
「
構
造
化
の
9
つ
の
要
素
を
使
っ
て
組
織
不
祥
事
の
原
因
と
経
緯
を
明
ら

か
に
す
る
こ
と
が
で
き
、
組
織
の
問
題
点
を
明
確
に
す
る
こ
と
が
出
来
る
。」（
一
五
六
頁
）
と
し
て
い
る
。
具
体
的
に
は
、
Ｊ
Ｃ
Ｏ
東
海

村
臨
界
事
故
、
横
浜
市
立
大
学
医
学
部
付
属
病
院
患
者
取
り
違
い
事
故
、
東
京
女
子
医
科
大
学
病
院
医
療
事
故
隠
蔽
事
件
、
三
菱
自
動
車

リ
コ
ー
ル
隠
し
事
件
の
四
つ
の
組
織
不
祥
事
の
分
析
か
ら
、
上
述
の
九
つ
の
要
素
の
う
ち
、「
支
配
・
便
益
・
権
力
の
変
化
」
が
「
正
当

化
・
規
範
・
道
徳
性
」
を
変
化
さ
せ
、「
違
反
行
為
を
得
な
も
の
、
正
当
な
も
の
、
そ
う
す
べ
き
も
の
と
誤
認
さ
せ
、」「
道
徳
心
を
ゆ
が

め
さ
せ
る
よ
う
な
時
期
が
当
初
あ
っ
て
、
そ
の
後
、
意
味
秩
序
・
解
釈
図
式
・
日
常
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
行
為
に
ま
で
影
響
が
及
び
、
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違
反
行
為
が
日
常
的
な
当
た
り
前
の
も
の
に
な
っ
て
い
く
」（
一
五
一
頁
）
と
し
て
い
る
。

会
議
の
あ
り
か
た
に
内
在
す
る
問
題

ま
た
、
岡
本
浩
一
・
今
野
裕
之
（
二
〇
〇
六
）
は
、
Ｊ
Ｃ
Ｏ
事
故
、
山
一
証
券
破
綻
、
エ
ン
ロ
ン
事
件
、
東
電
シ
ュ
ラ
ウ
ド
不
報
告
事

例
、
三
菱
自
動
車
リ
コ
ー
ル
不
報
告
の
分
析
に
基
づ
き
、「
ヒ
ュ
ー
マ
ン
エ
ラ
ー
の
役
割
が
無
視
で
き
る
ほ
ど
小
さ
」
く
「
ど
の
不
祥
事

で
も
、
決
定
内
容
の
危
険
や
非
倫
理
性
を
承
知
し
な
が
ら
も
、
違
反
的
行
為
が
積
極
的
に
意
思
決
定
さ
れ
て
い
た
」（
ⅰ
頁
）
こ
と
か
ら
、

会
議
の
あ
り
か
た
そ
の
も
の
が
不
祥
事
を
惹
起
す
る
要
素
を
も
っ
て
い
る
と
し
て
い
る
。

「
違
反
的
原
案
の
違
反
的
要
素
を
指
摘
す
る
発
言
を
抑
制
す
る
メ
カ
ニ
ズ
ム
が
、
現
行
の
意
思
決
定
手
続
き
の
な
か
に
結
果
的
に
含
ま
れ
て
い
る

こ
と
が
自
明
だ
と
考
え
ら
れ
た
。
事
実
、
会
議
の
招
集
者
が
議
長
と
主
要
提
案
者
を
兼
ね
て
議
事
を
進
め
る
と
い
う
日
本
の
会
議
の
平
均
的
な
姿
は
、

欧
米
の
会
議
に
慣
れ
た
人
に
は
異
様
な
光
景
で
あ
る
し
、
全
員
一
致
が
「
な
ん
と
な
く
」
規
範
と
み
な
さ
れ
て
い
な
が
ら
じ
つ
は
評
決
基
準
が
あ
い

ま
い
で
、
紛
糾
す
る
と
次
第
に
投
票
を
指
向
す
る
よ
う
に
な
る
な
ど
、
江
戸
幕
府
の
評
定
を
思
わ
せ
る
よ
う
な
牧
歌
的
、
か
つ
行
き
当
た
り
ば
っ
た

り
の
手
続
き
が
多
く
の
組
織
で
生
き
残
っ
て
い
る
。
そ
の
行
き
当
た
り
ば
っ
た
り
に
組
織
の
最
上
層
部
が
つ
け
込
み
、
横
車
を
押
し
て
不
祥
事
に

至
っ
た
例
が
多
い
。」（
ⅱ
頁
、
ま
え
が
き
）

「
日
本
の
会
議
で
は
、
役
職
者
が
議
長
を
務
め
る
こ
と
が
多
い
よ
う
で
あ
る
。
さ
ら
に
そ
の
議
長
が
提
案
者
を
兼
ね
て
い
た
り
、
腹
心
が
提
案
を

出
す
こ
と
も
め
ず
ら
し
く
な
い
。
自
分
が
提
案
し
て
い
る
議
案
の
説
明
を
ひ
と
通
り
終
え
る
と
、
議
長
が
「
ご
質
問
、
ご
異
存
な
ど
ご
ざ
い
ま
せ
ん

か
？
」
と
い
う
言
葉
と
は
裏
腹
に
、
目
に
も
の
を
言
わ
さ
ん
と
ば
か
り
に
周
囲
を
に
ら
み
倒
し
、
有
無
を
言
わ
さ
ぬ
ム
ー
ド
の
な
か
で
原
案
を
通
し

て
し
ま
う
。
こ
れ
で
は
お
手
盛
り
会
議
と
言
わ
れ
て
も
仕
方
が
な
い
。
議
事
が
紛
糾
す
る
こ
と
を
も
っ
と
も
嫌
っ
て
い
る
の
が
当
の
議
長
で
あ
り
、

場
の
空
気
を
読
ん
だ
出
席
者
は
遠
慮
や
、
波
風
を
立
て
た
く
な
い
と
い
う
思
い
か
ら
だ
ん
ま
り
を
決
め
込
む
。
そ
れ
を
い
い
こ
と
に
「
満
場
一
致
」

八
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と
み
な
す
と
い
う
強
引
な
や
り
方
で
あ
る
。」（
七
頁
）

つ
ま
り
、
議
長
と
議
案
提
案
者
が
同
じ
で
は
公
正
で
冷
静
な
議
論
が
で
き
な
い
と
い
う
指
摘
で
あ
る
。
岡
野
・
今
野
は
、
危
険
性
の
高

い
原
案
で
も
会
議
の
メ
ン
バ
ー
構
成
で
日
和
見
主
義
者
（
16
）

が
多
い
ほ
ど
、
主
導
者
の
後
に
発
言
し
よ
う
と
す
る
追
随
者
が
多
い
ほ
ど
、
可
決

さ
れ
る
確
率
が
高
い
こ
と
を
シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
で
実
証
し
て
い
る
。
洞
ヶ
峠
を
決
め
込
む
日
和
見
主
義
者
や
、
と
り
ま
き
と
し
て
発
言

す
る
追
随
者
が
多
い
ほ
ど
、
誤
っ
た
決
定
を
す
る
可
能
性
が
高
い
と
い
う
こ
と
で
あ
ろ
う
。

な
お
、
岡
野
・
今
野
の
提
起
し
て
い
る
問
題
（
議
長
と
議
案
提
案
者
が
同
じ
で
は
公
正
で
冷
静
な
議
論
は
で
き
な
い
）
は
企
業
統
治
の
分
野
で

は
以
前
か
ら
懸
念
さ
れ
て
い
た
。
国
政
で
は
、
独
裁
国
家
以
外
で
首
相
が
国
会
の
議
長
を
兼
ね
る
こ
と
は
絶
対
に
な
い
が
、
企
業
で
は
業

務
執
行
の
最
高
責
任
者
（
Ｃ
Ｅ
Ｏ
）
が
取
締
役
会
議
長
を
兼
務
す
る
こ
と
は
一
九
九
〇
年
代
ま
で
は
欧
米
で
も
普
通
に
行
な
わ
れ
て
き
た

た
め
、
一
九
九
二
年
に
発
表
さ
れ
英
国
の
企
業
統
治
の
原
典
と
な
っ
た
キ
ャ
ド
ベ
リ
ー
報
告
で
は
両
職
の
分
離
が
提
言
さ
れ
て
い
た
（
17
）

。
そ

れ
か
ら
二
〇
年
を
経
た
現
在
、
英
国
で
は
両
職
の
分
離
が
普
通
に
な
り
、
フ
ラ
ン
ス
で
も
過
半
の
上
場
企
業
が
両
職
を
分
離
し
て
い
る
。

ド
イ
ツ
は
英
米
の
取
締
役
会
に
あ
た
る
監
査
役
会
の
メ
ン
バ
ー
と
執
行
役
員
と
の
兼
務
は
そ
も
そ
も
認
め
ら
れ
て
い
な
い
の
で
必
然
的
に

兼
務
は
な
い
。
ア
メ
リ
カ
は
こ
の
点
に
つ
い
て
は
多
少
遅
れ
て
い
る
が
、
流
れ
と
し
て
は
分
離
の
方
向
に
あ
る
。

会
議
で
議
長
と
提
案
者
が
同
一
で
あ
る
こ
と
の
問
題
点
、
か
つ
会
議
の
メ
ン
バ
ー
で
日
和
見
主
義
者
、
追
随
者
が
多
い
ほ
ど
誤
っ
た
結

論
に
至
る
可
能
性
が
高
い
こ
と
に
く
わ
え
、
岡
野
・
今
野
（
二
〇
〇
六
）
は
属
人
思
考
の
問
題
点
を
指
摘
し
て
い
る
。

「
著
者
ら
は
、
組
織
的
不
祥
事
の
原
因
と
し
て
「
属
人
思
考
」
と
い
う
風
土
を
定
義
し
、
測
定
方
法
を
確
定
し
た
。
属
人
思
考
と
は
、
仕
事
に
か
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か
わ
る
判
断
や
意
思
決
定
の
過
程
で
、「
そ
の
提
案
は
自
社
に
と
っ
て
プ
ラ
ス
と
な
る
か
否
か
」
と
い
っ
た
「
こ
と
が
ら
」
の
是
非
よ
り
も
、「
誰
が

提
案
者
か
」「
支
持
者
は
誰
か
」
な
ど
と
「
人
」
の
要
素
を
重
く
扱
う
思
考
で
あ
る
。（
中
略
）
属
人
思
考
の
強
い
職
場
で
は
、
対
人
関
係
が
不
適
切

に
濃
密
と
な
り
、
組
織
ナ
ル
シ
ズ
ム
が
強
く
、
権
威
主
義
的
、
懲
罰
的
に
な
る
。
同
じ
事
案
で
も
「
誰
」
が
か
か
わ
っ
て
い
る
か
で
採
否
や
取
扱
い

に
大
き
な
差
が
生
じ
る
こ
と
が
常
態
化
す
る
。」（
二
四
│
二
五
頁
）

つ
ま
り
「
属
人
思
考
と
組
織
的
違
反
の
間
に
非
常
に
強
い
関
連
が
確
認
さ
れ
、
属
人
思
考
の
排
除
が
、
風
土
刷
新
、
お
よ
び
組
織
的
違
反
の
防
止

に
有
効
で
あ
る
と
い
う
結
論
が
導
き
だ
さ
れ
た
の
で
あ
る
。」（
二
五
頁
）

彼
ら
は
、
意
志
決
定
の
手
続
き
遵
守
、
組
織
風
土
管
理
、
内
部
申
告
管
理
、
職
業
的
自
尊
心
の
管
理
の
四
つ
が
有
効
に
維
持
管
理
さ
れ

れ
ば
、
組
織
の
反
社
会
的
な
体
質
が
改
善
さ
れ
る
と
し
て
い
る
（
九
一
頁
）。

集
団
決
定
の
陥
穽
│
グ
ル
ー
プ
シ
ン
ク

上
記
の
樋
口
に
よ
る
日
興
コ
ー
デ
ィ
ア
ル
証
券
の
不
正
会
計
事
件
の
分
析
で
グ
ル
ー
プ
シ
ン
ク
（groupthink

）
と
い
う
概
念
が
で
て
い

た
が
、
こ
れ
は
、Irving Janis

（1972; 1982

）
に
よ
っ
て
提
唱
さ
れ
た
も
の
で
、
集
団
で
の
決
定
が
過
ち
を
も
た
ら
す
現
象
を
い
う
。

Janis

（1972

）
は
朝
鮮
戦
争
、
ヴ
ェ
ト
ナ
ム
戦
争
、
パ
ー
ル
ハ
ー
バ
ー
、
キ
ュ
ー
バ
侵
攻
、
さ
ら
にJanis

（1982

）
で
は
こ
れ
ら
に
加
え

て
ウ
ォ
ー
タ
ー
ゲ
ー
ト
事
件
を
分
析
し
て
い
る
。
企
業
で
は
な
く
、
外
交
・
政
治
判
断
に
関
し
て
の
分
析
だ
が
、
そ
の
内
容
は
す
べ
て
の

集
団
決
定
に
該
当
す
る
。
ア
ー
ヴ
ィ
ン
・
ジ
ャ
ニ
ス
は
グ
ル
ー
プ
シ
ン
ク
を
「
メ
ン
バ
ー
が
凝
集
的
な
内
集
団
に
深
く
関
与
し
、
全
員
一

致
を
求
め
る
あ
ま
り
、
代
替
策
の
現
実
的
な
評
価
を
行
う
動
機
を
失
う
時
、
陥
る
思
考
モ
ー
ド
」（Janis, 1982, p.9

）
と
定
義
し
て
い
る
。

グ
ル
ー
プ
シ
ン
ク
が
生
じ
る
背
景
と
し
て
、
意
思
決
定
者
が
凝
集
的
グ
ル
ー
プ
か
ら
な
り
、
組
織
構
造
的
な
問
題
（structural faults 
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of the organization

）
と
誘
発
的
な
状
況
文
脈
（provocative situational context

）
を
伴
う
場
合
を
あ
げ
て
い
る
。

組
織
構
造
的
な
問
題
と
は
、
①
隔
離
さ
れ
た
グ
ル
ー
プ
、
②
公
正
な
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
伝
統
の
欠
如
、
③
秩
序
だ
っ
た
手
続
を
求
め
る

規
範
の
欠
如
、
④
メ
ン
バ
ー
の
社
会
的
バ
ッ
ク
グ
ラ
ウ
ン
ド
・
主
義
の
同
質
性
な
ど
で
あ
る
。
ま
た
、
誘
発
的
な
状
況
文
脈
と
は
①
リ
ー

ダ
ー
の
解
決
策
よ
り
良
い
解
決
策
を
期
待
で
き
な
い
と
い
う
外
部
脅
威
か
ら
の
強
い
ス
ト
レ
ス
、
②
ａ
．
メ
ン
バ
ー
の
無
能
が
明
ら
か
な

最
近
の
失
敗
、
ｂ
．
自
己
効
力
感
を
低
下
さ
せ
る
意
思
決
定
タ
ス
ク
の
大
き
な
困
難
、
ｃ
．
倫
理
基
準
を
逸
脱
す
る
よ
う
な
代
替
策
以
外

に
代
替
策
が
な
い
モ
ラ
ル
デ
ィ
レ
ン
マ
な
ど
か
ら
く
る
自
負
心
の
低
下
な
ど
を
意
味
し
て
い
る
（
18
）

。

凝
集
的
グ
ル
ー
プ
に
、
組
織
構
造
的
な
問
題
（structural faults of the organization

）
と
誘
発
的
な
状
況
文
脈
（provocative 

situational context

）
を
伴
う
と
グ
ル
ー
プ
シ
ン
ク
が
起
こ
り
や
す
い
が
、
ジ
ャ
ニ
ス
は
そ
の
症
状
と
し
て
以
下
の
八
つ
を
あ
げ
て
い
る
。

①
極
端
な
リ
ス
ク
を
取
る
こ
と
を
助
長
す
る
過
度
な
楽
観
主
義
を
う
む
組
織
が
安
泰
だ
と
い
う
幻
想

②
メ
ン
バ
ー
が
警
告
を
軽
視
し
自
ら
の
仮
定
の
再
検
討
を
し
な
い
集
団
的
正
当
化

③
メ
ン
バ
ー
が
自
分
た
ち
の
大
義
の
正
当
性
を
信
奉
し
、
そ
の
た
め
、
自
分
た
ち
の
決
定
が
も
た
ら
す
倫
理
的
な
い
し
は
道
徳
的
結
果

を
無
視
す
る
道
徳
性
へ
の
盲
信

④
「
敵
」
へ
の
否
定
的
な
見
方
の
た
め
争
い
ご
と
に
対
す
る
効
果
的
な
対
応
は
不
要
と
す
る
外
部
の
グ
ル
ー
プ
に
対
す
る
定
型
化
し
た

見
方

⑤
グ
ル
ー
プ
の
見
解
へ
の
反
対
意
見
表
明
を
さ
せ
な
い
、
意
見
を
異
に
す
る
者
へ
の
直
接
的
な
圧
力

⑥
グ
ル
ー
プ
の
コ
ン
セ
ン
サ
ス
か
ら
の
乖
離
や
疑
念
を
表
明
さ
せ
な
い
自
己
検
閲

⑦
多
数
派
意
見
や
判
断
は
全
員
一
致
で
あ
る
と
想
定
す
る
、
全
員
一
致
の
幻
想
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⑧
グ
ル
ー
プ
の
凝
集
性
、
見
解
、
決
定
な
ど
に
問
題
と
な
る
、
な
い
し
は
矛
盾
す
る
情
報
か
ら
グ
ル
ー
プ
と
指
導
者
を
守
ろ
う
と
す
る

自
薦
の
用
心
棒
（self-appointed m

indguards

） 
グ
ル
ー
プ
シ
ン
ク
の
結
果
は
、
①
代
替
策
の
調
査
不
足
、
②
目
的
の
調
査
不
足
、
③
好
ま
れ
た
選
択
の
リ
ス
ク
の
検
討
が
お
ろ
そ
か
に

な
る
、
④
当
初
否
決
さ
れ
た
代
替
策
の
再
検
討
が
お
ろ
そ
か
に
な
る
、
⑤
情
報
の
検
索
が
不
十
分
、
⑥
手
元
に
あ
る
情
報
の
処
理
に
選
択

的
な
バ
イ
ア
ス
が
か
か
る
、
⑦
失
敗
し
た
と
き
の
プ
ラ
ン
の
検
討
の
欠
如
、
⑧
成
功
の
可
能
性
が
低
い
、
な
ど
と
な
る
。

凝
集
性
の
高
さ
、
換
言
す
れ
ば
ま
と
ま
り
の
よ
さ
が
、
グ
ル
ー
プ
と
し
て
誤
っ
た
判
断
へ
と
導
く
と
い
う
議
論
で
あ
る
。

以
上
、
企
業
不
祥
事
が
生
じ
る
背
景
に
つ
い
て
の
五
つ
の
先
行
研
究
を
紹
介
し
て
き
た
。
不
祥
事
の
背
景
の
分
析
に
は
、
不
祥
事
自
体

の
性
格
の
分
析
だ
け
で
は
な
く
、
不
祥
事
を
起
こ
し
た
当
事
者
の
分
析
、
不
祥
事
の
原
因
間
の
関
連
の
分
析
な
ど
の
多
面
的
な
視
点
が
必

要
と
な
る
。
日
本
監
査
役
協
会
の
調
査
で
は
、
不
祥
事
の
な
か
で
重
大
な
も
の
は
、
多
く
の
場
合
、
経
営
者
、
と
く
に
ワ
ン
マ
ン
経
営
者

が
関
与
し
て
い
る
事
案
で
あ
る
と
の
指
摘
が
あ
っ
た
。
そ
も
そ
も
集
団
に
よ
る
決
定
は
、
そ
の
集
団
が
、
凝
集
性
が
高
く
、
外
と
隔
離
さ

れ
、
公
正
な
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
に
欠
け
、
決
定
手
順
に
関
す
る
規
範
が
な
い
、
同
質
性
の
高
い
メ
ン
バ
ー
か
ら
な
る
、
と
い
う
組
織
構
造

的
な
問
題
と
、
誘
発
的
な
状
況
文
脈
（
①
リ
ー
ダ
ー
の
解
決
策
以
上
の
よ
り
よ
い
解
決
策
を
期
待
で
き
な
い
と
い
う
外
部
か
ら
の
脅
威
か
ら
の
強
い

ス
ト
レ
ス
、
②
ａ
．
メ
ン
バ
ー
の
無
能
が
明
ら
か
な
最
近
の
失
敗
、
ｂ
．
自
己
効
力
感
を
低
下
さ
せ
る
意
思
決
定
タ
ス
ク
の
大
き
な
困
難
、
ｃ
．
倫
理
基

準
を
逸
脱
す
る
よ
う
な
代
替
策
以
外
代
替
策
が
な
い
モ
ラ
ル
デ
ィ
レ
ン
マ
、
な
ど
か
ら
く
る
自
負
心
の
低
下
）
を
伴
う
場
合
は
、
個
人
で
は
起
こ
さ

な
い
よ
う
な
誤
っ
た
決
定
を
す
る
こ
と
が
あ
る
。
ま
た
、
そ
の
決
定
を
行
う
会
議
の
構
成
も
重
要
で
あ
る
。
多
く
の
日
本
の
企
業
の
取
締
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強
い
絆
が
会
社
を
つ
ぶ
す
（
稲
葉
）

（
六
〇
一
）

役
会
の
構
成
の
よ
う
に
、
業
務
執
行
を
行
う
Ｃ
Ｅ
Ｏ
な
ど
の
提
案
者
が
議
長
を
兼
ね
る
し
く
み
は
会
議
決
定
の
実
効
性
を
削
ぐ
。
提
案
者

と
議
長
の
兼
務
は
、
属
人
思
考
を
も
た
ら
し
が
ち
で
あ
る
。「
属
人
思
考
の
強
い
職
場
で
は
、
対
人
関
係
が
不
適
切
に
濃
密
と
な
り
、
組

織
ナ
ル
シ
ズ
ム
が
強
く
、
権
威
主
義
的
懲
罰
的
に
な
る
。」
換
言
す
れ
ば
、
ト
ッ
プ
を
中
心
に
メ
ン
バ
ー
同
士
が
緊
密
な
関
係
を
結
ん
で

い
る
企
業
ほ
ど
不
祥
事
を
生
み
や
す
い
と
い
う
こ
と
に
な
る
。

三　

仮
説

前
節
で
紹
介
し
た
、
ア
ー
ヴ
ィ
ン
・
ジ
ャ
ニ
ス
の
グ
ル
ー
プ
シ
ン
ク
論
で
は
グ
ル
ー
プ
の
凝
集
性
が
高
い
、
つ
ま
り
、
ま
と
ま
り
が
よ

い
ほ
ど
、
個
人
で
は
し
な
い
よ
う
な
誤
っ
た
意
思
決
定
を
グ
ル
ー
プ
と
し
て
犯
し
て
し
ま
う
危
険
が
あ
る
と
指
摘
し
て
い
た
。
ま
た
、
そ

の
危
険
性
は
組
織
構
造
的
な
問
題
と
、
誘
発
的
な
状
況
文
脈
に
も
影
響
さ
れ
る
と
し
て
い
た
。
経
営
学
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
論
で
は
、
こ
の

凝
集
性
が
か
ね
て
よ
り
論
じ
ら
れ
て
い
た
。
ま
た
組
織
構
造
的
な
問
題
は
、
本
稿
の
テ
ー
マ
で
あ
る
ソ
ー
シ
ャ
ル
・
キ
ャ
ピ
タ
ル
を
意
味

し
て
い
る
。
組
織
の
構
成
員
間
の
信
頼
・
規
範
・
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
と
そ
れ
ら
の
外
部
性
を
ソ
ー
シ
ャ
ル
・
キ
ャ
ピ
タ
ル
（
社
会
関
係
資
本
）

と
呼
ぶ
が
、
凝
集
性
は
ソ
ー
シ
ャ
ル
・
キ
ャ
ピ
タ
ル
の
一
部
と
み
る
こ
と
も
で
き
る
し
、
ジ
ャ
ニ
ス
の
い
う
組
織
構
造
的
な
問
題
は
ま
さ

に
ソ
ー
シ
ャ
ル
・
キ
ャ
ピ
タ
ル
そ
の
も
の
で
あ
る
（
19
）

。

シ
カ
ゴ
大
学
の
ジ
ェ
ー
ム
ス
・
コ
ー
ル
マ
ン
は
、
従
来
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
論
を
敷
衍
し
て
ソ
ー
シ
ャ
ル
・
キ
ャ
ピ
タ
ル
論
を
展
開
し
、

組
織
の
構
成
員
間
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
ソ
ー
シ
ャ
ル
・
キ
ャ
ピ
タ
ル
と
よ
び
、
そ
の
重
要
性
を
論
じ
た
（C

olem
an, 1988

）。
彼
は
閉
じ
た

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
は
、
そ
の
メ
ン
バ
ー
に
制
裁
を
加
え
る
こ
と
が
容
易
で
あ
る
た
め
、
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
内
の
信
頼
・
規
範
の
醸
成
に
つ
な
が

る
と
し
て
、
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
閉
鎖
性
の
効
果
を
論
じ
た
。
そ
の
一
方
で
、
コ
ー
ル
マ
ン
の
弟
子
で
あ
る
シ
カ
ゴ
大
学
の
ロ
ナ
ル
ド
・
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政
経
研
究　

第
五
十
巻
第
三
号
（
二
〇
一
四
年
三
月
）

（
六
〇
二
）

バ
ー
ト
は
、
異
な
る
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
間
の
橋
渡
し
を
す
る
こ
と
に
価
値
が
あ
る
と
し
て
、
こ
れ
を
ソ
ー

シ
ャ
ル
・
キ
ャ
ピ
タ
ル
と
よ
び
、
コ
ー
ル
マ
ン
と
は
逆
に
、
む
し
ろ
外
に
対
し
て
開
か
れ
た
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
の
重
要
性
を
指
摘
し
た
（B
urt, 1992

）。
同
時
に
バ
ー
ト
は
内
部
で
は
ま
と
ま
り
を
も
っ
た

「
凝
集
性
」
を
も
ち
、
か
つ
外
部
に
対
し
て
は
開
か
れ
た
組
織
の
有
効
性
を
論
じ
て
い
る
。

つ
ま
り
、
集
団
内
で
は
閉
じ
た
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
も
ち
な
が
ら
、
対
外
的
に
は
開
か
れ
た
組
織
こ
そ

が
、
最
大
の
業
績
を
上
げ
る
と
し
て
い
る
。
本
稿
で
は
、
前
節
ま
で
の
先
行
研
究
に
こ
の
バ
ー
ト
の
企

業
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
（
ソ
ー
シ
ャ
ル
・
キ
ャ
ピ
タ
ル
）
の
あ
り
か
た
に
関
す
る
主
張
を
も
織
り
込
み
、
企

業
不
祥
事
へ
応
用
す
る
試
み
で
あ
る
。
こ
れ
ま
で
の
日
本
に
お
け
る
ソ
ー
シ
ャ
ル
・
キ
ャ
ピ
タ
ル
研
究

や
社
会
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
分
析
研
究
で
蓄
積
さ
れ
た
知
見
を
、
企
業
不
祥
事
対
策
を
中
心
と
し
た
経
営
管

理
論
分
野
に
応
用
を
図
る
。

具
体
的
に
は
、
以
下
の
よ
う
な
仮
説
を
立
て
、
そ
の
実
証
を
試
み
る
。

仮
説
一　

外
に
対
し
閉
鎖
性
が
強
い
組
織
で
は
、
不
祥
事
の
頻
度
が
高
い
。

仮
説
二　

凝
集
性
が
高
く
、
か
つ
外
に
対
し
て
閉
鎖
性
が
強
い
組
織
（
図
表
6
のT

ype1

）
は
、
組
織

の
規
範
逸
脱
行
為
に
よ
る
不
祥
事
の
頻
度
が
高
い
。

仮
説
三　

凝
集
性
が
低
く
、
か
つ
外
に
対
し
て
閉
鎖
性
が
強
い
組
織
（
図
表
6
のT

ype2

） 

は
、
製
品

に
関
す
る
不
具
合
に
起
因
す
る
不
祥
事
の
頻
度
が
高
い
。　
　

図表 6　組織の形態と凝集性
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強
い
絆
が
会
社
を
つ
ぶ
す
（
稲
葉
）

（
六
〇
三
）

仮
説
四　

凝
集
性
が
高
く
、
か
つ
外
に
対
し
て
開
か
れ
た
組
織
（
図
表
6
のT

ype3

）
で
は
、
不
祥
事
の
頻
度
が
低
い
。

四　

実
証
研
究　

企
業
内
ソ
ー
シ
ャ
ル
・
キ
ャ
ピ
タ
ル
と
業
績
と
の
相
関

前
節
で
は
凝
集
性
を
含
ん
だ
企
業
内
ソ
ー
シ
ャ
ル
・
キ
ャ
ピ
タ
ル
と
不
祥
事
に
関
す
る
仮
説
を
提
示
し
た
が
、
そ
も
そ
も
企
業
内
ソ
ー

シ
ャ
ル
・
キ
ャ
ピ
タ
ル
と
企
業
業
績
と
は
ど
の
よ
う
な
関
係
が
あ
る
の
だ
ろ
う
か
。
本
節
で
は
、
東
証
一
部
上
場
企
業
の
二
〇
〇
〇
年
と

二
〇
一
〇
年
両
年
の
役
員
デ
ー
タ
に
よ
り
企
業
内
ソ
ー
シ
ャ
ル
・
キ
ャ
ピ
タ
ル
と
企
業
業
績
と
の
関
係
を
検
証
し
た
い
。

企
業
内
ソ
ー
シ
ャ
ル
・
キ
ャ
ピ
タ
ル
の
指
標
と
し
て
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
時
点
に
お
け
る
社
長
を
基
準
と
し
た
、
他
の
取
締
役
・
監
査
役

と
の
平
均
年
齢
差
、
社
長
と
序
列
二
の
役
員
の
間
の
年
齢
差
、
社
外
役
員
の
有
無
、
役
員
の
生
え
抜
き
度
（
勤
続
月
数
／
最
終
学
歴
終
了
後

の
月
数
（
20
）

）
を
算
出
し
た
。

一
方
、
企
業
の
業
績
の
指
標
と
し
て
、
過
去
一
〇
年
間
の
平
均
売
上
高
伸
び
率
（
成
長
率
）、
平
均
Ｒ
Ｏ
Ａ
（
利
益
率
）、
平
均
負
債
比
率

（
安
定
性
）、
こ
れ
ら
三
指
標
の
業
界
平
均
か
ら
の
か
い
離
、
東
京
証
券
取
引
所
が
算
出
し
た
株
価
の
ベ
ー
タ
値
と
株
価
収
益
率
（
21
）

を
と
り
、

企
業
内
ソ
ー
シ
ャ
ル
・
キ
ャ
ピ
タ
ル
指
標
と
企
業
業
績
の
指
標
と
の
間
の
相
関
を
分
析
す
る
。
な
お
、
財
務
諸
表
に
関
す
る
数
値
は
す
べ

て
当
該
企
業
の
有
価
証
券
報
告
書
に
依
っ
て
い
る
。

東
証
一
部
上
場
企
業
の
社
長
デ
ー
タ
と
社
長
を
中
心
に
み
た
役
員
構
成
の
概
要

そ
れ
で
は
、
上
記
の
企
業
内
ソ
ー
シ
ャ
ル
・
キ
ャ
ピ
タ
ル
指
標
か
ら
み
た
東
証
一
部
上
場
企
業
の
役
員
構
成
は
ど
の
よ
う
に
な
っ
て
い

る
の
で
あ
ろ
う
か
。
図
表
7
は
社
長
の
デ
ー
タ
を
示
し
て
い
る
。
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政
経
研
究　

第
五
十
巻
第
三
号
（
二
〇
一
四
年
三
月
）

（
六
〇
四
）

二
〇
一
〇
年
時
点
で
の
、
東
証
一
部
上
場
企
業
の
社
長
の
平
均
値
は
、
勤
続
二
六
年
三
カ
月
（
三
一
五
カ
月
）、
役
員
在
任
一
三
年
一
カ

月
（
一
五
七
カ
月
）、
社
長
在
任
五
年
一
一
カ
月
（
七
一
カ
月
）、
年
齢
六
〇
歳
、
他
の
取
締
役
よ
り
五
・
九
歳
、
監
査
役
よ
り
一
・
五
歳
、
序

列
二
番
目
の
役
員
よ
り
四
・
四
歳
、
そ
れ
ぞ
れ
年
上
で
あ
る
。
た
だ
し
、
平
均
値
は
役
員
在
任
期
間
が
超
長
期
に
わ
た
る
者
と
外
部
か
ら

迎
え
入
れ
ら
れ
た
者
の
両
者
の
影
響
を
受
け
て
い
る
の
で
、
中
央
値
で
み
る
ほ
う
が
実
態
に
近
い
。
中
央
値
で
み
る
と
、
社
長
は
勤
続

三
一
年
三
カ
月
（
三
七
五
カ
月
）
と
平
均
値
よ
り
も
五
年
長
く
、
年
齢
は
六
一
歳
と
一
歳
高
く
、
逆
に
役
員
在
任
期
間
一
〇
年
二
カ
月

（
一
二
二
カ
月
）、
社
長
在
任
期
間
三
年
二
カ
月
（
三
八
カ
月
）
は
と
と
も
に
平
均
値
よ
り
三
年
ほ
ど
短
い
。
年
齢
差
は
、
他
の
取
締
役
よ
り

五
・
六
歳
、
監
査
役
よ
り
二
歳
そ
れ
ぞ
れ
年
上
で
、
平
均
値
と
ほ
と
ん
ど
同
じ
だ
が
、
序
列
二
番
目
の
役
員
と
の
年
齢
差
は
平
均
値
四
・
四

歳
よ
り
も
低
い
三
歳
で
あ
り
、
ワ
ン
マ
ン
度
が
低
く
な
っ
て
い
る
。

平
均
値
で
み
た
役
員
構
成
は
、
取
締
役
九
・
一
名
（
う
ち
社
外
〇
・
八
名
）、
監
査
役
四
名
（
う
ち
社
外
二
・
五
名
）、
役
員
全
員
（
企
業
単
位
）

の
生
え
抜
き
度
は
〇
・
六
八
二
で
あ
る
。
た
だ
し
、
中
央
値
で
み
る
と
生
え
抜
き
度
は
〇
・
八
九
と
極
め
て
高
い
。
二
〇
一
〇
年
時
点
で
み

て
も
、
役
員
の
ほ
と
ん
ど
は
企
業
内
か
ら
の
登
用
で
あ
る
。

二
〇
〇
〇
年
と
の
比
較
で
は
、
勤
続
月
数
（
三
二
三
カ
月
）、
役
員
在
任
月
数
が
一
年
程
度
短
く
な
り
、
そ
れ
に
応
じ
て
二
〇
一
〇
年
の

ほ
う
が
一
歳
ほ
ど
若
く
な
っ
て
い
る
が
、
生
え
抜
き
度
も
含
め
て
大
き
な
変
化
は
な
い
。
し
か
し
他
の
役
員
と
の
年
齢
差
は
、
取
締
役
・

監
査
役
と
も
に
年
齢
差
が
二
〇
〇
〇
年
時
点
よ
り
も
一
歳
か
ら
二
歳
縮
ま
っ
て
お
り
、
年
齢
差
か
ら
み
た
社
長
の
ワ
ン
マ
ン
度
は
低
下
し

て
い
る
。
一
方
、
役
員
構
成
は
大
幅
に
変
化
し
て
お
り
、
取
締
役
数
は
平
均
一
三
・
九
名
↓
九
・
一
名
（
う
ち
社
外
〇
・
七
↓
〇
・
八
名
）
へ
ほ

ぼ
五
名
減
と
な
る
一
方
、
監
査
役
は
三
・
八
名
↓
四
名
（
う
ち
社
外
二
・
〇
名
↓
二
・
五
名
）
へ
社
外
監
査
役
を
中
心
に
微
増
し
て
い
る
。
つ
ま

り
、
一
〇
年
間
で
取
締
役
会
の
構
成
人
数
は
一
八
名
弱
か
ら
一
三
名
強
へ
と
大
幅
に
減
少
し
た
が
、
そ
の
中
に
占
め
る
監
査
役
の
比
率
は
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強
い
絆
が
会
社
を
つ
ぶ
す
（
稲
葉
）

（
六
〇
五
）

二
〇
〇
〇
年
時
点
で
の
二
二
％
（
一
七
・
七
人
中
三
・
八
人
）
か
ら
二
〇
一
〇
年
に
は
三
一
％
（
一
三
・
一
人
中
四
人
）
に
大
幅
に
上
昇
し
、
取

締
役
会
の
コ
ー
ポ
レ
ー
ト
・
ガ
バ
ナ
ン
ス
機
能
を
強
化
す
る
動
き
が
社
外
取
締
役
で
は
な
く
監
査
役
を
中
心
と
し
て
実
施
さ
れ
た
こ
と
を

う
か
が
わ
せ
る
。

こ
の
ほ
か
、
図
表
8
か
ら
10
は
、
取
締
役
と
監
査
役
の
概
要
を
社
内
・
社
外
別
に
示
し
て
い
る
。
一
般
に
取
締
役
よ
り
監
査
役
の
方
が
、

ま
た
取
締
役
・
監
査
役
と
も
に
社
内
よ
り
社
外
の
役
員
の
ほ
う
が
年
長
で
あ
り
、
こ
の
傾
向
は
二
〇
〇
〇
年
か
ら
二
〇
一
〇
年
の
比
較
で

も
大
き
な
変
化
は
な
い
。

役
員
構
成
で
み
た
企
業
内
ソ
ー
シ
ャ
ル
・
キ
ャ
ピ
タ
ル
指
標
と
企
業
業
績
指
標
の
相
関

本
稿
で
は
紙
幅
の
関
係
で
因
果
関
係
の
推
計
は
行
な
わ
ず
相
関
分
析
に
と
ど
め
て
、
上
記
の
企
業
内
ソ
ー
シ
ャ
ル
・
キ
ャ
ピ
タ
ル
指
標

等
と
企
業
業
績
と
の
関
係
を
み
る
こ
と
に
す
る
。
図
表
11
に
示
さ
れ
る
よ
う
に
、
二
〇
一
〇
年
時
点
で
は
以
下
の
よ
う
な
相
関
が
み
ら
れ

る
。①　

社
長
の
属
性
と
企
業
業
績

社
長
の
役
員
在
任
月
数
と
社
長
在
任
月
数
が
長
い
ほ
ど
、
Ｒ
Ｏ
Ａ
で
み
た
利
益
率
、
売
上
高
成
長
率
、
両
者
の
業
界
平
均
か
ら
の
プ

ラ
ス
の
乖
離
率
、
株
価
で
み
た
収
益
率
が
高
く
な
る
。
ま
た
、
証
券
市
場
の
β
値
が
低
く
な
る
（
市
場
全
体
の
株
価
変
動
よ
り
株
価
が
安

定
す
る
）。
た
だ
し
、
逆
に
社
長
の
年
齢
が
高
ま
る
ほ
ど
、
利
益
率
、
売
上
高
成
長
率
、
付
加
価
値
率
が
低
く
、
こ
れ
ら
三
指
標
の
業

界
平
均
と
の
比
較
で
も
低
く
な
る
。
ま
た
、
勤
続
月
数
が
長
い
と
、
売
上
高
で
み
た
成
長
率
は
低
く
な
る
。
つ
ま
り
、
役
員
や
社
長
と

し
て
十
分
な
経
験
を
積
む
ほ
ど
企
業
業
績
は
向
上
す
る
が
、
高
齢
に
な
る
と
企
業
業
績
は
低
下
す
る
。

八
九
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図
表
7
　
東
証
一
部
上
場
企
業
　
社
長
の
概
要
─
記
述
統
計

2000年
2010年

n
最
小
値

最
大
値

平
均
値

中
央
値

最
頻
値

標
準
偏
差

n
最
小
値

最
大
値

平
均
値

中
央
値

最
頻
値

標
準
偏
差

社長

勤
続
月
数

1487
1

647
323.250

388.00
484

a
187.660

1718
0

727
314.830

375.00
472

183.728
役
員
在
任
月
数

1487
1

628
167.070

146.00
134

120.406
1307

2
1261

157.090
122.00

86
128.505

社
長
在
任
月
数

1487
0

608
67.440

38.00
14

92.759
1718

0
673

70.770
38.00

0
95.657

年
齢

1487
35

85
61.200

62.00
64

6.424
1718

29
84

60.060
61.00

63
7.104

取
締
役
と
の
年
齢
差

1147
－
19

40
7.700

7.00
6

7.068
1333

－
26

34
5.940

5.63
2

7.583
監
査
役
と
の
年
齢
差

1147
－
32

33
3.040

3.00
5

7.454
1333

－
35

32
1.520

2.00
1
a

8.164
社
長
と
の
年
齢
差

1147
－
23

38
6.470

6.00
5

6.943
1333

－
26

33
4.370

4.50
4

7.480
序
列
2
と
の
年
齢
差

1147
－
27

37
4.730

4.00
4

8.602
1331

－
28

42
4.350

3.00
3

8.769
取
締
役
数

1146
3

56
13.850

12.00
10

6.313
1325

3
27

9.090
8.00

7
3.579

社
外
取
締
役
数

1146
0

11
0.730

0.00
0

1.302
1325

0
7

0.820
0.00

0
1.143

監
査
役
数

1146
2

7
3.840

4.00
4

0.569
1325

3
8

3.980
4.00

4
0.733

生
え
抜
き
度

1187
0

1
0.683

0.92
1

0.387
1718

0
1

0.682
0.89

1
0.373

社
外
監
査
役
数

1145
0

5
1.990

2.00
2

0.716
1324

2
7

2.510
2.00

2
0.596

図
表
8
　
東
証
一
部
上
場
企
業
　
取
締
役
（
含
む
社
長
）
の
概
要
─
記
述
統
計

2000年
2010年

n
最
小
値

最
大
値

平
均
値

中
央
値

最
頻
値

標
準
偏
差

n
最
小
値

最
大
値

平
均
値

中
央
値

最
頻
値

標
準
偏
差

社内取締役

勤
続
月
数

19038
0

808
327.99

388.00
424.00

163.624
13669

0
843

312.13
376.000

424.00
174.693

役
員
在
任
月
数

19050
0

780
79.08

50.00
38.00

87.301
13669

0
799

84.04
51.000

14.00
96.592

年
齢

19035
26

97
58.18

58.00
58.00

5.742
13669

25
98

58.47
59.000

61.00
6.492

生
え
抜
き
度

19038
0

1.00
0.402

0.06
1.00

0.453
13669

0
1.00

0.54
0.690

1.00
0.451

社外取締役

勤
続
月
数

1076
0

657
211.09

146.00
2.00

186.021
1622

0
627

44.03
29.000

2.00
49.916

役
員
在
任
月
数

1076
0

604
74.50

38.00
14.00

97.368
1622

0
627

44.00
28.500

2.00
49.924

年
齢

1077
28

97
62.14

61.00
60.00

8.868
1622

26
91

63.43
65.000

66.00
9.267

生
え
抜
き
度

1076
0

1.00
0.015

0.01
0.00

0.080
1622

0
0.81

0.06
0.000

0.00
0.095

取締役

（含む社長）

合計

勤
続
月
数

20114
0

808
321.74

388.00
424.00

166.979
15291

0
843

283.69
352.000

424.00
185.365

役
員
在
任
月
数

20126
0

780
78.84

50.00
38.00

87.872
15291

0
799

79.79
50.000

2.00
93.576

年
齢

20112
26

97
58.39

58.00
58.00

6.018
15291

25
98

59.00
59.000

61.00
7.008

生
え
抜
き
度

20114
0

1.00
0.381

0.02
0.02

0.449
15291

0
1.00

0.49
0.320

1.00
0.453

生
え
抜
き
度
：

当
該
企
業
勤
続
月
数

最
終
学
歴
修
了
後
の
経
過
月
数
　
　（
資
料
）
金
光
淳
氏
作
成
の
上
場
企
業
役
員
デ
ー
タ
よ
り
稲
葉
作
成

九
〇
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図
表
9
　
東
証
一
部
上
場
企
業
　
平
取
締
役
の
概
要
─
記
述
統
計

2000年
2010年

n
最
小
値

最
大
値

平
均
値

中
央
値

最
頻
値

標
準
偏
差

n
最
小
値

最
大
値

平
均
値

中
央
値

最
頻
値

標
準
偏
差

社内取締役

勤
続
月
数

8947
0

784
326.56

377.00
424.00

142.744
7587

0
724

300.110
364.000

436.00
168.242

役
員
在
任
月
数

8947
0

749
41.08

26.00
14.00

52.345
7587

0
552

43.810
28.000

2.00
44.463

年
齢

8947
26

92
55.87

56.00
56.00

4.794
7587

25
91

56.990
58.000

58.00
5.916

生
え
抜
き
度

8947
0

1
0.801

1.00
1.00

0.345
7587

0
1

0.523
0.600

1.00
0.459

社外取締役

勤
続
月
数

1077
0

657
144.47

51.00
14.00

158.845
1607

0
627

43.710
29.000

2.00
49.242

役
員
在
任
月
数

1077
0

604
75.67

38.00
14.00

52.016
1607

0
627

40.350
26.000

2.00
46.154

年
齢

1077
28

97
62.14

61.00
60.00

7.592
1607

26
91

63.410
65.000

66.00
9.270

生
え
抜
き
度

1077
0

1
0.304

0.10
1.00

0.296
1607

0
0.81

0.055
0.000

0.00
0.094

平取締役合計

勤
続
月
数

10024
0

784
307.00

376.00
424.00

157.010
9194

0
724

255.290
316.000

2.00
182.386

役
員
在
任
月
数

10024
0

749
44.80

26.00
14.00

59.871
9194

0
627

43.200
28.000

2.00
44.780

年
齢

10024
26

98
56.54

57.00
57.00

5.721
9194

25
91

58.110
58.000

58.00
7.060

生
え
抜
き
度

10024
0

1
0.748

1.00
1.00

0.380
9194

0
1

0.441
1.000

1.00
0.455

図
表
10　

東
証
一
部
上
場
企
業
　
監
査
役
の
概
要
─
記
述
統
計

2000年
2010年

n
最
小
値

最
大
値

平
均
値

中
央
値

最
頻
値

標
準
偏
差

n
最
小
値

最
大
値

平
均
値

中
央
値

最
頻
値

標
準
偏
差

社内監査役

勤
続
月
数

2747
0

827
369.52

436.00
448.00

154.798
2448

0
957

355.190
436.00

472.000
174.534

監
査
役
在
任
月
数

2752
0

334
27.33

26.00
2.00

26.369
2448

0
302

40.490
26.00

26.000
36.755

年
齢

2739
43

90
61.07

61.00
59.00

4.376
2448

36
84

61.940
62.00

62.000
4.533

生
え
抜
き
度

2752
0

1.00
0.785

1.00
1.00

0.340
2448

0
1.00

0.556
0.75

1.000
0.449

社外監査役

勤
続
月
数

2957
0

703
113.86

41.00
2.00

163.673
4336

0
556

57.990
39.00

26.000
53.902

監
査
役
在
任
月
数

2957
0

519
57.09

38.00
2.00

62.863
4336

0
556

57.510
39.00

26.000
53.169

年
齢

2957
30

89
63.63

64.00
65.00

7.864
4336

31
91

63.220
64.00

63.000
8.365

生
え
抜
き
度

2957
0

1.00
0.216

0.09
0.00

0.306
4336

0
0.83

0.083
0.50

0.000
0.112

監査役合計

勤
続
月
数

5704
0

827
236.99

167.50
2.00

204.314
6784

0
957

165.230
74.00

26.000
182.265

監
査
役
在
任
月
数

5709
0

519
42.74

26.00
2.00

51.017
6784

0
556

51.370
38.00

26.000
48.589

年
齢

5696
30

90
62.40

62.00
59.00

6.553
6784

31
91

62.760
63.00

63.000
7.247

生
え
抜
き
度

5709
0

1.00
0.490

0.31
1.00

0.430
6784

0
1.00

0.254
0.70

0.000
0.364

生
え
抜
き
度
：

当
該
企
業
勤
続
月
数

最
終
学
歴
修
了
後
の
経
過
月
数
　
　（
資
料
）
図
表
7
～
8
に
同
じ

九
一
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図
表
11　

東
証
一
部
企
業
社
長
の
属
性
・
社
長
か
ら
み
た
役
員
構
成
と
企
業
業
績
と
の
相
関

Ｎ
：
2000年

1487、
2010年

1718　
上
段
2000年

　
下
段
2010年

当
該
企
業
の
業
績

業
界
平
均
か
ら
の
か
い
離
率

証
券
市
場
の
評
価

R
O
A

成
長
性

負
債
比
率

付
加
価
値
率

R
O
A

成
長
率

負
債
比
率

付
加
価
値
率

β
値

投
資
収
益
率

社長の属性

勤
続
月
数

.065
＊

－
.074

＊
＊

－
.064

＊
－
.161

＊
＊

.109
＊
＊

.086
＊
＊

役
員
在
任
月
数

.182
＊
＊

.114
＊
＊

.167
＊
＊

.115
＊
＊

.099
＊
＊

.123
＊
＊

.096
＊
＊

.083
＊
＊

－
.151

＊
＊

－
.171

＊
＊

.162
＊
＊

.059
＊

社
長
在
任
月
数

.183
＊
＊

.086
＊
＊

.190
＊
＊

.119
＊
＊

.078
＊
＊

.157
＊
＊

.103
＊
＊

.121
＊
＊

.098
＊
＊

－
.105

＊
＊

.167
＊
＊

.058
＊

年
齢

－
.160

＊
＊

－
.087

＊
＊

－
.095

＊
＊

－
.099

＊
＊

－
.110

＊
＊

－
.068

＊

－
.082

＊
＊

－
.122

＊
＊

.119
＊
＊

役員構成

社長との年齢差

取
締
役
と

.132
＊
＊

.095
＊
＊

.143
＊
＊

.059
＊

－
.078

＊
＊

－
.065

＊
.109

＊
＊

.124
＊
＊

.066
＊

－
.077

＊
＊

.074
＊

－
.060

＊
－
.089

＊
＊

－
.161

＊
＊

.086
＊
＊

.142
＊
＊

監
査
役
と

－
.119

＊
＊

－
.140

＊
＊

－
.067

＊

－
.071

＊
.143

＊
＊

序
列
2
と

.096
＊
＊

－
.056

＊
.111

＊
＊

.091
＊
＊

.059
＊

－
.063

＊
.077

＊
＊

－
.131

＊
＊

.115
＊
＊

役員構成（人数）

取
締
役

.071
＊

.111
＊
＊

.143
＊
＊

－
.082

＊
＊

－
.073

＊
＊

－
.218

＊
＊

－
.079

＊
＊

.113
＊
＊

.231
＊
＊

社
外
取
締

.160
＊
＊

監
査
役

.110
＊
＊

.114
＊
＊

－
.068

＊

－
.101

＊
＊

－
.167

＊
＊

.134
＊
＊

.146
＊
＊

社
外
監
査

.113
＊
＊

.109
＊
＊

.06
＊

.098
＊
＊

.103
＊
＊

.128
＊
＊

.072
＊

.112
＊
＊

－
.092

＊
＊

.075
＊

.074
＊
＊

生え抜き度

社
長
個
人

－
.160

＊
＊

.09
＊
＊

当
該
企
業

－
.118

＊
＊

－
.113

＊
＊

－
.169

＊
＊

.080
＊

（
資
料
）
筆
者
作
成

P
earson

の
相
関
係
数

　
＊
＊
両
側
1
％
水
準
で
有
意

　
＊
両
側
5
％
水
準
で
有
意

空
欄
は
統
計
的
に
有
意
で
な
い
ケ
ー
ス

九
二
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（
稲
葉
）

（
六
〇
九
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②　

企
業
内
ソ
ー
シ
ャ
ル
・
キ
ャ
ピ
タ
ル
（
社
長
か
ら
み
た
役
員
構
成
）
と
企
業
業
績

社
長
と
他
の
取
締
役
と
の
年
齢
差
は
本
稿
で
と
り
あ
げ
た
企
業
業
績
の
す
べ
て
の
指
標
と
統
計
的
に
有
意
な
相
関
が
あ
る
。
社
長
と

他
の
取
締
役
と
の
年
齢
差
が
開
く
ほ
ど
、
利
益
率
、
成
長
性
が
高
く
、
負
債
比
率
が
低
く
な
る
。
ま
た
β
値
が
低
下
し
、
株
価
の
安
定

性
が
高
ま
り
、
株
価
収
益
率
も
高
ま
る
。
た
だ
し
、
付
加
価
値
率
は
低
下
す
る
の
で
、
賃
金
を
削
り
、
利
益
を
上
げ
る
か
た
ち
と
な
っ

て
い
る
。

ま
た
、
監
査
役
と
の
年
齢
差
が
ひ
ら
く
と
、
付
加
価
値
率
は
低
下
す
る
。
序
列
二
番
目
の
役
員
と
の
年
齢
差
が
開
く
と
、
業
界
平
均

と
の
比
較
で
み
た
利
益
率
と
売
上
高
の
伸
び
率
は
高
く
な
る
。
β
値
で
み
た
株
価
も
安
定
し
、
株
価
収
益
率
も
上
が
る
が
、
企
業
の
付

加
価
値
率
は
下
が
る
の
で
、
賃
金
を
削
っ
て
利
益
率
を
上
げ
る
か
た
ち
と
な
っ
て
い
る
。

換
言
す
れ
ば
、
社
長
の
年
齢
が
他
の
役
員
と
比
較
し
て
よ
り
高
く
な
れ
ば
な
る
ほ
ど
、
つ
ま
り
日
本
的
な
企
業
で
み
れ
ば
、
ワ
ン
マ

ン
度
が
上
が
れ
ば
上
が
る
ほ
ど
、
利
益
率
、
売
上
高
成
長
率
、
株
価
収
益
率
が
向
上
し
、
株
価
の
安
定
度
（
β
）
も
改
善
す
る
。
た
だ

し
、
利
益
に
賃
金
を
加
え
た
付
加
価
値
率
は
低
下
す
る
の
で
、
利
益
率
の
改
善
は
賃
金
を
抑
制
し
た
結
果
で
あ
る
可
能
性
が
高
い
。
た

だ
し
、
企
業
の
役
員
全
体
の
生
え
抜
き
度
が
高
ま
る
と
売
上
高
成
長
率
は
企
業
単
位
で
も
業
界
平
均
と
の
比
較
で
も
低
く
な
る
。

③　

役
員
構
成

取
締
役
の
人
数
が
多
い
企
業
の
ほ
う
が
、
付
加
価
値
率
が
業
界
平
均
よ
り
低
い
が
、
株
価
収
益
率
は
高
い
。
業
績
指
標
と
社
外
取
締

役
の
人
数
と
の
間
に
有
意
な
相
関
は
み
ら
れ
な
い
が
、
社
外
監
査
役
が
多
い
企
業
の
ほ
う
が
、
利
益
率
と
売
上
高
成
長
率
が
業
界
平
均

よ
り
も
高
く
、
株
価
が
安
定
し
て
お
り
、
株
価
収
益
率
も
高
い
。

九
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④　

二
〇
〇
〇
年
と
の
比
較

二
〇
〇
〇
年
時
点
と
二
〇
一
〇
年
時
点
と
の
比
較
で
は
、
二
〇
一
〇
年
の
ほ
う
が
凝
集
性
を
含
ん
だ
企
業
内
ソ
ー
シ
ャ
ル
・
キ
ャ
ピ

タ
ル
（
社
長
か
ら
み
た
役
員
構
成
・
生
え
抜
き
度
）
が
業
績
指
標
と
統
計
的
に
有
意
な
相
関
を
も
つ
ケ
ー
ス
が
、
二
〇
〇
〇
年
の
一
五
か
ら

二
〇
一
〇
年
に
は
二
二
と
増
え
て
お
り
、
企
業
内
ソ
ー
シ
ャ
ル
・
キ
ャ
ピ
タ
ル
が
よ
り
広
範
囲
に
企
業
業
績
の
変
化
と
相
関
す
る
よ
う

に
な
っ
て
い
る
。

社
長
の
属
性
と
企
業
業
績
と
の
相
関
に
つ
い
て
み
る
と
、
社
長
の
在
任
期
間
、
役
員
と
し
て
の
在
任
期
間
が
長
い
ほ
う
が
企
業
業
績

が
良
好
で
あ
る
点
に
つ
い
て
は
変
化
が
な
い
が
、
年
齢
が
高
ま
る
と
企
業
業
績
に
悪
影
響
を
与
え
る
側
面
は
二
〇
一
〇
年
の
ほ
う
が

二
〇
〇
〇
年
よ
り
明
確
に
観
測
さ
れ
る
。

以
上
、
東
証
一
部
上
場
企
業
の
二
〇
〇
〇
年
と
二
〇
一
〇
年
時
点
で
の
デ
ー
タ
を
分
析
す
る
と
、
経
営
者
が
役
員
内
で
年
長
で
あ
る
、

つ
ま
り
、
あ
る
程
度
ワ
ン
マ
ン
で
あ
る
ほ
う
が
、
企
業
業
績
が
良
好
で
あ
る
が
、
年
齢
を
重
ね
る
に
し
た
が
っ
て
経
営
者
の
パ
フ
ォ
ー
マ

ン
ス
が
低
下
す
る
こ
と
が
う
か
が
わ
れ
る
。
こ
の
デ
ー
タ
は
企
業
不
祥
事
を
含
ん
で
い
な
い
の
で
前
節
で
提
示
し
た
仮
説
の
妥
当
性
に
つ

い
て
は
不
明
で
あ
る
が
、
企
業
不
祥
事
と
の
関
係
で
は
ど
の
よ
う
な
こ
と
に
な
っ
て
い
る
の
で
あ
ろ
う
か
。
次
節
で
具
体
的
な
事
例
研
究

で
仮
説
の
妥
当
性
を
検
討
し
て
み
た
い
。

五　

ケ
ー
ス
・
ス
タ
デ
ィ

日
本
監
査
役
協
会
（
二
〇
〇
三
）
は
、
経
営
者
の
関
与
す
る
不
祥
事
の
特
徴
と
し
て
、「
不
祥
事
が
発
覚
し
た
場
合
に
被
る
法
的
制
裁
や

九
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社
会
的
制
裁
は
極
め
て
大
き
く
、
会
社
に
致
命
的
な
影
響
を
与
え
る
可
能
性
が
あ
る
。」
と
指
摘
し
、
経
営
ト
ッ
プ
が
ワ
ン
マ
ン
で
あ
っ

た
り
、
倫
理
観
を
欠
い
て
い
る
こ
と
に
起
因
す
る
と
し
て
い
る
（
22
）

。
以
下
で
は
こ
の
指
摘
を
受
け
て
、
経
営
者
が
ワ
ン
マ
ン
と
し
て
知
ら
れ

て
い
た
カ
ネ
ボ
ウ
、
イ
ト
マ
ン
、
西
武
鉄
道
、
東
京
ス
タ
イ
ル
に
つ
い
て
、
前
節
の
仮
説
に
も
と
づ
き
取
締
役
会
の
構
成
を
中
心
に
ケ
ー

ス
・
ス
タ
デ
ィ
を
行
う
。
カ
ネ
ボ
ウ
は
粉
飾
決
算
を
重
ね
て
倒
産
、
イ
ト
マ
ン
は
当
時
の
社
長
ら
が
特
別
背
任
で
有
罪
が
確
定
し
、
上
場

廃
止
・
吸
収
合
併
さ
れ
た
。
西
武
鉄
道
と
親
会
社
の
コ
ク
ド
は
法
人
と
し
て
証
券
取
引
法
違
反
（
有
価
証
券
報
告
書
虚
偽
記
載
、
イ
ン
サ
イ

ダ
ー
取
引
）。
加
え
て
経
営
者
が
証
券
取
引
法
違
反
（
イ
ン
サ
イ
ダ
ー
取
引
）
を
起
こ
し
法
人
と
経
営
者
が
い
ず
れ
も
有
罪
と
な
っ
た
。
東
京

ス
タ
イ
ル
は
不
祥
事
で
は
な
い
が
、
ワ
ン
マ
ン
経
営
者
が
、
業
績
不
昧
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
三
〇
年
に
わ
た
り
社
長
と
し
て
在
任
し
た
の

ち
現
役
の
ま
ま
他
界
し
、
そ
の
後
、
サ
ン
エ
イ
イ
ン
タ
ー
ナ
シ
ョ
ナ
ル
と
合
併
後
、
上
場
廃
止
と
な
っ
て
い
る
。

ケ
ー
ス
・
ス
タ
デ
ィ
に
お
い
て
は
、
経
営
者
を
め
ぐ
る
企
業
内
ソ
ー
シ
ャ
ル
・
キ
ャ
ピ
タ
ル
と
業
績
の
指
標
の
検
討
に
加
え
て
、
経
営

者
を
め
ぐ
る
組
織
の
ソ
ー
シ
ャ
ル
・
キ
ャ
ピ
タ
ル
に
関
す
る
記
述
を
公
表
資
料
か
ら
採
録
し
た
。
具
体
的
に
は
、
経
営
者
を
め
ぐ
る
社
内

ソ
ー
シ
ャ
ル
・
キ
ャ
ピ
タ
ル
の
指
標
と
し
て
、
経
営
者
と
他
の
役
員
と
の
年
齢
差
、
経
営
者
の
役
員
の
な
か
で
自
社
株
保
有
比
率
、
業
績

に
関
す
る
指
標
と
し
て
Ｒ
Ｏ
Ａ
、
自
己
資
本
比
率
な
ど
の
経
営
指
標
と
の
相
関
を
み
て
い
く
。

ケ
ー
ス
一　

カ
ネ
ボ
ウ
（
23
）

一
八
八
七
年
東
京
綿
商
社
と
し
て
創
業
し
た
わ
が
国
屈
指
の
名
門
企
業
で
あ
っ
た
が
、
一
九
九
〇
年
代
に
入
り
粉
飾
を
繰
り
返
し
た
。

カ
ネ
ボ
ウ
社
内
委
員
会
の
調
査
で
は
一
九
九
九
年
か
ら
二
〇
〇
三
年
の
五
年
間
だ
け
で
も
最
終
利
益
ベ
ー
ス
で
二
一
五
〇
億
の
粉
飾
が
行

わ
れ
た
と
報
じ
ら
れ
（
24
）

、
二
〇
〇
四
年
三
月
期
決
算
で
は
構
造
改
善
費
用
三
三
四
四
億
円
の
特
別
損
失
を
計
上
し
た
（
25
）

。
二
〇
〇
五
年
六
月
上

九
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場
廃
止
。
そ
の
後
、
元
社
長
、
元
副
社
長
、
元
経
理
担
当
常
務
、
中
央
青
山
監
査
法
人
の
公
認
会
計
士
四
名
計
七
名
が
証
券
取
引
法
違
反

（
有
価
証
券
報
告
書
虚
偽
記
載
）
で
逮
捕
さ
れ
た
。
二
〇
〇
六
年
化
粧
品
部
門
は
花
王
へ
、
ト
イ
レ
タ
リ
ー
、
医
薬
品
、
食
品
の
三
事
業
は

フ
ァ
ン
ド
に
譲
渡
さ
れ
、
カ
ネ
ボ
ウ
は
二
〇
〇
七
年
、
一
八
八
七
年
の
創
業
か
ら
数
え
て
一
二
〇
年
で
解
散
し
た
。

同
社
は
、
一
八
八
七
年
の
創
業
直
後
も
経
営
危
機
に
陥
り
、
三
井
財
閥
の
て
こ
入
れ
で
経
営
再
建
を
し
た
。
こ
の
と
き
、
三
井
か
ら
派

遣
さ
れ
当
社
の
経
営
の
任
に
あ
た
っ
た
の
が
中
上
川
彦
次
郎
氏
（
副
社
長
の
ち
に
会
長
）
と
朝
吹
英
二
氏
（
取
締
役
の
ち
に
専
務
）、
ま
た
両

氏
が
三
井
銀
行
か
ら
迎
え
入
れ
た
の
が
の
ち
に
鐘
紡
中
興
の
祖
と
い
わ
れ
た
武
藤
山
治
氏
で
あ
っ
た
。
一
八
九
三
年
鐘
淵
紡
績
と
社
名
変

更
し
、
一
九
〇
〇
年
（
26
）

か
ら
一
九
三
〇
年
ま
で
の
実
に
三
一
年
に
わ
た
り
、
武
藤
山
治
氏
が
実
質
社
長
と
し
て
経
営
。
一
九
〇
〇
年
か
ら

一
九
八
四
年
ま
で
の
八
五
年
間
に
社
長
は
わ
ず
か
七
名
、
一
人
平
均
在
任
期
間
は
一
二
年
で
あ
る
が
、
武
藤
山
治
氏
か
ら
数
え
て
二
代
目

社
長
の
長
尾
良
吉
氏
は
在
任
五
カ
月
、
四
代
目
社
長
の
倉
知
四
郎
氏
は
公
職
追
放
に
遭
い
在
任
一
年
六
カ
月
、
六
代
目
の
田
中
豊
氏
は
わ

ず
か
四
カ
月
で
辞
任
し
た
の
で
、
彼
ら
の
在
任
期
間
を
除
け
ば
、
八
三
年
間
で
わ
ず
か
四
名
、
一
人
平
均
二
一
年
と
社
長
在
任
期
間
が
極

め
て
長
い
（
27
）

。
ま
た
、
武
藤
山
治
氏
か
ら
数
え
て
七
代
目
社
長
伊
藤
淳
二
氏
は
社
長
在
任
一
六
年
で
会
長
と
な
っ
た
が
、
そ
の
後
も

一
九
九
三
年
ま
で
代
表
権
を
維
持
し
続
け
、
伊
藤
氏
の
後
継
社
長
四
名
は
い
ず
れ
も
伊
藤
氏
の
慶
応
の
後
輩
、
社
内
で
も
か
つ
て
の
部
下

で
あ
り
、
四
名
の
在
任
期
間
は
平
均
三
・
七
年
と
短
く
、
伊
藤
氏
が
一
九
九
三
年
ま
で
二
五
年
間
実
質
経
営
を
支
配
し
、
二
〇
〇
三
年
に

最
高
名
誉
会
長
を
退
く
ま
で
、
実
に
三
五
年
間
に
わ
た
り
影
響
力
を
維
持
し
て
い
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。
し
た
が
っ
て
、
伊
藤
氏
が
実
質

経
営
を
支
配
し
て
い
た
一
九
六
八
年
か
ら
九
三
年
ま
で
の
二
五
年
間
も
含
め
れ
ば
、
実
質
的
な
創
業
者
で
あ
る
武
藤
山
治
氏
が
経
営
者
と

な
っ
た
一
九
〇
〇
年
か
ら
一
九
九
三
年
ま
で
の
九
四
年
の
間
、
わ
ず
か
四
名
で
経
営
を
支
配
し
た
こ
と
に
な
る
。
初
代
の
武
藤
山
治
氏
が

実
質
三
一
年
、
三
代
目
津
田
信
吾
氏
が
一
五
年
半
、
五
代
目
武
藤
絲
治
氏
が
二
一
年
、
七
代
目
伊
藤
淳
二
氏
が
実
質
二
五
年
と
、
上
場
企

九
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業
と
し
て
は
ト
ッ
プ
の
在
任
期
間
が
異
例
の
長
期
に
わ
た
っ
た
企
業
で
あ
っ
た
。

同
社
は
慶
応
出
身
者
を
極
端
に
優
遇
す
る
慶
応
閥
の
企
業
と
し
て
も
知
ら
れ
て
い
た
（
28
）

。
上
述
の
操
業
直
後
の
経
営
難
の
時
期
に
、
三
井

か
ら
当
社
の
経
営
の
任
に
あ
た
っ
た
中
上
川
彦
次
郎
氏
（
副
社
長
、
会
長
）
と
朝
吹
英
二
氏
（
取
締
役
、
専
務
）、
ま
た
両
氏
が
三
井
銀
行
か

ら
迎
い
入
れ
た
武
藤
山
治
は
全
員
慶
応
出
身
で
あ
っ
た
。
そ
の
後
、
当
社
は
役
員
の
ほ
ぼ
全
員
が
慶
応
出
身
の
状
態
が
長
く
続
き
、

一
九
九
一
年
六
月
現
在
で
も
全
役
員
（
取
締
役
・
監
査
役
）
の
ほ
ぼ
半
数
、
三
二
名
の
う
ち
一
五
名
が
慶
応
出
身
で
あ
っ
た
。

伊
藤
氏
は
一
九
六
八
年
に
社
長
に
就
任
し
た
が
、
図
表
12
は
一
九
六
八
年
以
降
の
伊
藤
氏
を
基
準
と
し
た
、
取
締
役
・
監
査
役
を
含
む

役
員
と
の
平
均
年
齢
差
、
伊
藤
氏
の
役
員
の
な
か
で
の
自
社
株
式
保
有
比
率
、
企
業
業
績
の
指
標
と
し
て
Ｒ
Ｏ
Ａ
（
使
用
総
資
本
事
業
利
益

率
）
と
自
己
資
本
比
率
を
示
し
て
い
る
。
図
表
12
に
示
さ
れ
る
よ
う
に
、
伊
藤
氏
の
年
齢
が
上
が
り
他
の
役
員
と
の
年
齢
を
上
回
り
、
ま

た
、
役
員
の
な
か
で
の
伊
藤
氏
の
自
社
株
式
保
有
比
率
が
高
ま
る
に
し
た
が
い
、
Ｒ
Ｏ
Ａ
と
自
己
資
本
比
率
が
低
下
し
て
い
る
。
役
員
と

の
年
齢
差
と
株
式
保
有
比
率
を
取
締
役
会
に
お
け
る
権
力
の
高
ま
り
と
す
れ
ば
、
権
力
の
強
化
と
業
績
は
逆
相
関
（
Ｒ
：
年
齢
差
と
Ｒ
Ｏ
Ａ

－

マ
イ
ナ
ス
〇
・
五
七
六
、
年
齢
差
と
自
己
資
本
比
率－
マ
イ
ナ
ス
〇
・
九
〇
八
、
株
式
保
有
比
率
と
Ｒ
Ｏ
Ａ－

マ
イ
ナ
ス
〇
・
三
一
二
、
株
式
保
有
比
率
と

自
己
資
本
比
率－

マ
イ
ナ
ス
〇
・
七
九
四
）
し
て
い
た
。
つ
ま
り
、
伊
藤
氏
の
年
齢
が
他
の
役
員
の
年
齢
を
上
回
れ
ば
上
回
る
ほ
ど
、
役
員
の

な
か
で
の
持
ち
株
比
率
が
高
ま
れ
ば
高
ま
る
ほ
ど
、
収
益
率
が
低
下
し
て
い
る
が
、
安
定
性
（
自
己
資
本
比
率
）
と
の
相
関
は
収
益
率
以

上
に
高
い
か
ら
、
社
内
の
権
力
基
盤
の
確
立
と
と
も
に
リ
ス
ク
を
大
幅
に
と
る
経
営
を
し
た
こ
と
に
な
る
。

ケ
ー
ス
二　

西
武
鉄
道

西
武
鉄
道
は
新
宿
と
池
袋
を
タ
ー
ミ
ナ
ル
と
し
て
営
業
距
離
一
七
六
・
六
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
の
関
東
の
大
手
私
鉄
で
、
東
京
証
券
取
引
所

九
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一
部
上
場
企
業
で
あ
っ
た
。

同
社
の
株
式
の
過
半
は
堤
康

次
郎
氏
が
創
設
し
た
国
土
計

画
（
資
本
金
一
億
円
の
非
上
場

企
業
、
一
九
九
二
年
コ
ク
ド
と

改
称
）
グ
ル
ー
プ
が
保
有
し

て
お
り
、
事
実
上
の
西
武
グ

ル
ー
プ
の
持
ち
株
会
社
で

あ
っ
た
。
一
九
六
四
年
に
康

次
郎
の
死
去
後
、
コ
ク
ド
・

西
武
グ
ル
ー
プ
は
三
男
で
当

時
三
〇
歳
の
若
さ
で
堤
義
明

氏
が
継
い
だ
。

西
武
鉄
道
の
発
行
済
株
式

の
六
割
強
は
親
会
社
の
コ
ク

ド
と
関
係
会
社
が
保
有
し
て

い
る
と
有
価
証
券
報
告
書
に

図表12-1　取締役会構成と企業パフォーマンス　カネボウ1968-93

図表12-2　役員中の社長持ち株比率と企業パフォーマンス　カネボウ1968-93
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葉
）

（
六
一
五
）

表
示
さ
れ
て
い
た
が
、
実
際
に
は
東
証
の
上
場
維
持
基
準
に
抵
触
す
る
九
割
を
保
有
し
て
い
た
。
つ
ま
り
、
市
場
に
流
通
し
て
い
た
株
式

は
、
発
行
済
み
株
式
の
四
割
で
は
な
く
わ
ず
か
一
割
に
す
ぎ
な
か
っ
た
。
実
際
に
流
通
し
て
い
る
株
式
数
を
四
倍
に
過
大
に
公
表
し
、
株

価
を
つ
り
あ
げ
、
自
身
は
そ
の
メ
リ
ッ
ト
を
存
分
に
享
受
し
て
い
た
こ
と
に
な
る
。

こ
の
事
態
は
康
次
朗
氏
か
ら
義
明
氏
が
経
営
を
受
け
継
い
だ
時
か
ら
四
〇
年
間
に
わ
た
り
続
い
て
い
た
が
、
株
券
の
電
子
化
に
と
も
な

い
隠
ぺ
い
不
能
と
な
っ
た
。
二
〇
〇
四
年
一
〇
月
三
日
、
義
明
氏
は
記
者
会
見
を
し
、
四
〇
年
間
に
わ
た
る
有
価
証
券
報
告
書
虚
偽
記
載

を
公
表
し
、
全
役
職
か
ら
の
退
任
を
表
明
し
た
。
席
上
、
同
氏
は
「
な
ぜ
上
場
し
て
い
た
の
か
わ
か
ら
な
い
」
と
述
べ
ひ
ん
し
ゅ
く
を

か
っ
た
。
二
〇
〇
四
年
一
二
月
十
六
日
西
武
鉄
道
は
東
京
証
券
取
引
所
か
ら
上
場
廃
止
と
な
っ
た
。
ま
た
、
二
〇
〇
四
年
の
時
点
で
は
西

武
鉄
道
の
借
入
金
は
一
兆
三
五
〇
〇
億
円
、
自
己
資
本
比
率
は
わ
ず
か
二
・
四
％
と
、
極
端
な
借
入
金
依
存
と
な
っ
て
い
た
。

二
〇
〇
五
年
三
月
三
日
、
東
京
地
検
特
捜
部
は
義
明
氏
を
有
価
証
券
取
引
法
（
現
在
は
金
融
商
品
取
引
法
）
違
反
（
有
価
証
券
報
告
書
虚
偽

記
載
・
イ
ン
サ
イ
ダ
ー
取
引
）
で
逮
捕
し
た
。
二
〇
〇
五
年
一
〇
月
二
七
日
、
東
京
地
裁
は
義
明
被
告
に
懲
役
二
年
六
カ
月
、
執
行
猶
予
四

年
、
罰
金
五
〇
〇
万
円
の
判
決
を
下
し
、
コ
ク
ド
（
イ
ン
サ
イ
ダ
ー
取
引
）
と
西
武
鉄
道
（
有
価
証
券
報
告
書
虚
偽
記
載
）
に
も
そ
れ
ぞ
れ
一

億
五
〇
〇
〇
万
円
と
二
億
円
の
罰
金
を
課
し
た
。
義
明
氏
、
検
察
と
も
に
控
訴
せ
ず
、
二
〇
〇
五
年
一
一
月
一
〇
日
、
有
罪
が
確
定
し
た
。

一
方
、
西
武
鉄
道
は
み
ず
ほ
銀
行
主
導
で
再
建
を
進
め
た
。
義
明
氏
の
持
ち
株
比
率
は
五
％
に
低
下
し
、
西
武
グ
ル
ー
プ
の
堤
家
支
配
は

終
焉
を
迎
え
た
。

義
明
氏
は
役
員
を
側
近
で
固
め
て
超
ワ
ン
マ
ン
経
営
を
実
施
し
た
。
日
本
経
済
新
聞
社
（
二
〇
〇
六
）
は
次
の
よ
う
に
指
摘
し
て
い
る
。

「
義
明
の
四
〇
年
間
、
さ
ら
に
遡
っ
て
先
代
康
次
郎
の
半
世
紀
も
加
え
れ
ば
ほ
ぼ
一
世
紀
、
コ
ク
ド
を
中
心
に
し
た
西
武
グ
ル
ー
プ
は
、

堤
家
の
「
個
人
商
店
」
だ
っ
た
。「
番
頭
」「
側
近
」
と
呼
ば
れ
る
人
々
が
、
株
式
会
社
と
は
名
ば
か
り
の
組
織
を
オ
ー
ナ
ー
経
営
者
の
気

九
九
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分
に
合
わ
せ
て
維
持
・

運
営
し
て
き
た
（
29
）

。」

（
一
九
七
頁
）
義
明
氏
は

一
九
六
四
年
父
康
次
郎

氏
の
死
去
に
と
も
な
い

家
督
を
継
い
で
以
来
、

四
〇
年
に
わ
た
り
経
営

の
任
に
あ
た
っ
て
き
た
。

当
初
は
父
康
次
郎
氏
時

代
か
ら
毎
週
火
曜
日
に

開
催
さ
れ
て
い
た
火
曜

会
が
グ
ル
ー
プ
の
意
志

決
定
に
か
か
わ
っ
て
い

た
と
さ
れ
て
い
る
が
（
30
）

、

一
九
七
三
年
に
義
明
氏

は
西
武
鉄
道
の
社
長
と

な
り
、
そ
れ
以
降
、
早

図表13-1　取締役会構成と企業パフォーマンス　西武鉄道1965-2003

図表13-2　役員中の社長持ち株比率と企業パフォーマンス　西武鉄道1965-2003

一
〇
〇



強
い
絆
が
会
社
を
つ
ぶ
す
（
稲
葉
）

（
六
一
七
）

稲
田
大
学
で
の
サ
ー
ク
ル
活
動
で
の
後
輩
た
ち
を
登
用
す
る
よ
う
に
な
っ
た
（
31
）

。

義
明
氏
は
一
九
六
四
年
に
西
武
グ
ル
ー
プ
を
引
き
継
い
だ
が
、
図
表
13
は
一
九
六
四
年
以
降
の
同
氏
を
基
準
と
し
た
、
取
締
役
・
監
査

役
を
含
む
役
員
と
の
平
均
年
齢
差
、
同
氏
の
役
員
の
な
か
で
の
自
社
株
式
保
有
比
率
、
企
業
業
績
の
指
標
と
し
て
Ｒ
Ｏ
Ａ
（
使
用
総
資
本

事
業
利
益
率
）
と
自
己
資
本
比
率
を
示
し
て
い
る
。
図
表
13
に
示
さ
れ
る
よ
う
に
、
カ
ネ
ボ
ウ
の
伊
藤
淳
二
氏
と
同
様
、
年
齢
が
上
が
り

他
の
役
員
と
の
年
齢
を
上
回
り
、
ま
た
、
役
員
の
な
か
で
の
同
氏
の
自
社
株
式
保
有
比
率
が
高
ま
る
に
し
た
が
い
、
Ｒ
Ｏ
Ａ
と
自
己
資
本

比
率
が
低
下
し
て
い
る
。
役
員
と
の
年
齢
差
と
株
式
保
有
比
率
を
取
締
役
会
に
お
け
る
権
力
の
高
ま
り
と
す
れ
ば
、
権
力
の
強
化
と
業
績

は
逆
相
関
（
Ｒ
：
年
齢
差
と
Ｒ
Ｏ
Ａ－

マ
イ
ナ
ス
〇
・
九
四
七
、
年
齢
差
と
自
己
資
本
比
率－

マ
イ
ナ
ス
〇
・
八
七
八
、
株
式
保
有
比
率
と
Ｒ
Ｏ
Ａ－

マ
イ

ナ
ス
〇
・
八
八
九
、
株
式
保
有
比
率
と
自
己
資
本
比
率－

マ
イ
ナ
ス
〇
・
九
五
九
）
し
て
い
た
。
つ
ま
り
、
同
氏
の
年
齢
が
他
の
役
員
の
年
齢
を
上

回
れ
ば
上
回
る
ほ
ど
、
役
員
の
な
か
で
の
持
ち
株
比
率
が
高
ま
れ
ば
高
ま
る
ほ
ど
、
収
益
率
と
安
定
性
が
低
下
し
て
い
る
。

ケ
ー
ス
三　

イ
ト
マ
ン

一
八
八
三
年
創
業
の
大
阪
の
老
舗
繊
維
商
社
伊
藤
萬
（
一
九
九
一
年
に
イ
ト
マ
ン
と
改
称
）
は
、
一
九
七
五
年
に
経
営
危
機
に
陥
り
、
メ

イ
ン
バ
ン
ク
の
住
友
銀
行
（
現
在
の
三
井
住
友
銀
行
）
か
ら
河
村
良
彦
氏
を
社
長
に
迎
え
、
経
営
の
立
て
直
し
を
は
か
っ
た
。
河
村
氏
は
わ

ず
か
三
年
で
復
配
に
こ
ぎ
つ
け
、
伊
藤
萬
の
中
興
の
祖
と
い
わ
れ
た
。
河
村
氏
は
そ
の
後
、
一
九
九
一
年
に
取
締
役
会
に
よ
っ
て
解
任
さ

れ
る
ま
で
、
一
五
年
に
わ
た
り
社
長
を
務
め
た
。

解
任
の
直
接
の
理
由
は
、
一
九
九
〇
年
か
ら
始
め
た
不
動
産
事
業
の
失
敗
で
あ
る
。
同
社
の
債
務
は
一
兆
二
〇
〇
〇
億
円
を
超
え
、
メ

イ
ン
バ
ン
ク
の
住
友
銀
行
か
ら
も
退
任
を
強
く
求
め
ら
れ
た
。
そ
の
後
、
同
氏
は
不
動
産
事
業
担
当
の
役
員
（
河
村
氏
が
一
九
九
〇
年
に
周

一
〇
一
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囲
の
反
対
を
押
し
切
っ
て
常
務
と
し
て
招
へ
い
）
ら
と
と
も
に
、
特
別
背
任
の
容
疑
で
大
阪
地

検
特
捜
部
に
起
訴
さ
れ
た
。
当
該
不
動
産
事
業
担
当
役
員
が
同
社
に
在
籍
し
た
の
は
わ
ず

か
九
カ
月
で
あ
っ
た
が
、
そ
の
間
の
使
途
不
明
金
は
実
に
三
〇
〇
〇
億
円
を
超
え
、
メ
イ

ン
バ
ン
ク
の
住
友
銀
行
を
含
め
東
京
証
券
取
引
所
一
部
上
場
企
業
が
反
社
会
的
勢
力
の
餌

食
に
さ
れ
た
と
い
う
、
戦
後
最
大
の
企
業
不
祥
事
で
あ
る
。

河
村
社
長
は
取
締
役
と
監
査
役
を
す
べ
て
自
ら
が
推
薦
し
た
者
で
固
め
、
内
部
か
ら
は

高
卒
を
登
用
し
、
外
部
か
ら
は
自
ら
の
出
身
元
で
あ
る
住
友
銀
行
か
ら
多
数
の
人
材
を
起

用
し
、
住
友
銀
行
か
ら
も
感
謝
さ
れ
て
い
た
。
住
友
銀
行
の
磯
田
会
長
は
、
河
村
社
長
の

住
銀
時
代
の
上
司
で
あ
っ
た
。
同
行
は
メ
イ
ン
バ
ン
ク
と
し
て
伊
藤
萬
に
五
〇
〇
〇
億
円

以
上
を
融
資
し
て
お
り
、
住
銀
の
巽
頭
取
は
伊
藤
萬
の
不
動
産
事
業
に
強
い
懸
念
を
示
し

て
い
た
が
、
実
態
の
解
明
に
乗
り
出
す
の
は
大
幅
な
使
途
不
明
金
が
生
じ
た
後
の

一
九
九
〇
年
一
一
月
と
な
り
、
対
応
が
出
遅
れ
た
。

二
〇
〇
五
年
一
〇
月
の
最
高
裁
に
よ
る
上
告
棄
却
を
も
っ
て
、
河
村
氏
の
懲
役
七
年
を

は
じ
め
と
し
て
関
係
者
の
有
罪
が
確
定
し
た
。
イ
ト
マ
ン
本
体
は
、
一
九
九
三
年
に
住
金

物
産
に
吸
収
合
併
さ
れ
一
一
〇
年
の
歴
史
を
閉
じ
、
現
在
は
ス
イ
ミ
ン
グ
ク
ラ
ブ
に
そ
の

名
を
残
す
の
み
と
な
っ
た
。

河
村
良
彦
氏
は
一
九
七
五
年
に
イ
ト
マ
ン
の
社
長
職
を
引
き
継
い
だ
が
、
図
表
14
は

図表14　取締役会構成・社長持ち株比率と企業パフォーマンス　イトマン1975-92

一
〇
二



強
い
絆
が
会
社
を
つ
ぶ
す
（
稲
葉
）

（
六
一
九
）

一
九
七
五
年
以
降
一
九
九
〇
年
ま
で
の
一
六
年
間
の
同
氏
を
基
準
と
し
た
、
取
締
役
・
監
査
役
を
含
む
役
員
と
の
平
均
年
齢
差
、
同
氏
の

役
員
の
な
か
で
の
自
社
株
式
保
有
比
率
、
企
業
業
績
の
指
標
と
し
て
Ｒ
Ｏ
Ａ
（
使
用
総
資
本
事
業
利
益
率
）
と
自
己
資
本
比
率
を
示
し
て
い

る
。
図
表
14
に
示
さ
れ
る
よ
う
に
、
カ
ネ
ボ
ウ
の
伊
藤
淳
二
氏
、
西
武
鉄
道
の
堤
義
明
氏
と
は
異
な
り
、
年
齢
が
上
が
り
他
の
役
員
と
の

年
齢
を
上
回
り
、
ま
た
、
役
員
の
な
か
で
の
河
村
氏
の
自
社
株
式
保
有
比
率
が
高
ま
っ
て
も
、
河
村
氏
の
社
長
在
任
期
間
中
は
自
己
資
本

比
率
の
低
下
は
み
ら
れ
な
い
が
、
Ｒ
Ｏ
Ａ
は
一
九
九
〇
年
に
は
マ
イ
ナ
ス
と
な
り
、
河
村
氏
が
社
長
を
辞
任
し
た
後
、
九
一
年
一
・
八
％
、

九
二
年
マ
イ
ナ
ス
三
・
六
％
と
低
迷
し
た
。
ま
た
、
自
己
資
本
比
率
は
住
金
物
産
に
吸
収
合
併
さ
れ
る
直
前
の
九
二
年
度
末
は
わ
ず
か

〇
・
九
％
と
債
務
超
過
寸
前
の
状
態
に
ま
で
落
ち
込
ん
だ
。
当
社
が
住
金
物
産
と
の
吸
収
合
併
さ
れ
る
前
年
一
九
九
二
年
度
決
算
で
は
、

税
引
き
前
純
損
失
八
四
四
億
六
五
百
万
円
、
こ
れ
に
前
期
繰
越
損
失
一
六
一
億
九
二
百
万
円
を
加
え
九
二
年
度
期
末
未
処
理
損
失
金

一
〇
四
七
億
六
〇
百
万
円
を
計
上
し
て
い
る
。
こ
れ
は
川
村
氏
が
イ
ト
マ
ン
の
社
長
と
し
て
在
任
し
て
い
た
一
九
七
五
年
か
ら
八
九
年
ま

で
の
税
引
き
前
利
益
累
計
六
四
八
億
六
一
百
万
円
を
大
幅
に
凌
ぐ
。
つ
ま
り
、
イ
ト
マ
ン
は
八
〇
年
代
後
半
に
は
実
質
赤
字
経
営
で
あ
っ

た
も
の
と
推
測
で
き
る
。
同
氏
が
社
長
職
を
解
任
さ
れ
た
あ
と
の
当
社
の
業
績
を
含
め
て
み
る
と
、
役
員
と
の
年
齢
差
と
株
式
保
有
比
率

を
取
締
役
会
に
お
け
る
権
力
の
高
ま
り
と
す
れ
ば
、
権
力
の
強
化
と
収
益
率
（
Ｒ
Ｏ
Ａ
）
は
西
武
鉄
道
や
カ
ネ
ボ
ウ
よ
り
は
タ
イ
ム
ラ
グ

が
み
ら
れ
る
が
、
両
社
の
ケ
ー
ス
と
同
様
、
逆
相
関
（
Ｒ
：
年
齢
差
と
Ｒ
Ｏ
Ａ－

マ
イ
ナ
ス
〇
・
四
〇
八
、
株
式
保
有
比
率
と
Ｒ
Ｏ
Ａ－

マ
イ
ナ
ス

〇
・
八
三
）
し
て
い
た
（
32
）

。
た
だ
し
、
安
定
性
の
指
標
で
あ
る
自
己
資
本
比
率
と
の
相
関
係
数
は
、
株
式
保
有
比
率
と
は
逆
相
関
（
株
式
保
有

比
率
と
自
己
資
本
比
率－

〇
・
一
三
二
）
で
あ
る
が
、
役
員
と
の
年
齢
差
と
は
順
相
関
（
年
齢
差
と
自
己
資
本
比
率
〇
・
四
七
二
）
と
符
号
条
件
が

異
な
る
。
こ
れ
は
、
図
表
14
に
示
さ
れ
る
よ
う
に
、
イ
ト
マ
ン
の
自
己
資
本
比
率
は
八
九
年
以
降
急
激
に
低
下
し
、
同
時
期
に
河
村
氏
の

株
式
保
有
比
率
は
大
幅
に
高
ま
っ
た
か
ら
、
つ
ま
り
八
九
年
以
降
高
い
リ
ス
ク
を
と
る
よ
う
に
な
っ
た
こ
と
を
反
映
し
て
い
る
。
い
ず
れ

一
〇
三
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第
五
十
巻
第
三
号
（
二
〇
一
四
年
三
月
）

（
六
二
〇
）

に
せ
よ
、
河
村
氏
の
年
齢
が
他
の
役
員
の
年
齢
を
上
回
れ
ば
上
回
る
ほ
ど
、
役
員
の
な
か
で
の
持
ち
株
比
率
が
高
ま
れ
ば
高
ま
る
ほ
ど
、

収
益
率
が
低
下
し
、
八
九
年
以
降
は
自
己
資
本
比
率
も
低
下
し
て
い
る
。
た
だ
し
、
イ
ト
マ
ン
に
つ
い
て
は
、
統
計
的
に
有
意
な
の
は
、

株
式
保
有
比
率
と
Ｒ
Ｏ
Ａ
と
の
逆
相
関
の
み
で
あ
る
の
で
、
経
営
者
が
保
身
の
た
め
に
持
ち
株
比
率
を
上
げ
た
こ
と
が
業
績
不
振
と
が
強

く
相
関
し
て
い
る
。

ケ
ー
ス
四　

東
京
ス
タ
イ
ル
（
33
）

本
件
は
企
業
不
祥
事
の
事
案
で
は
な
く
、
ワ
ン
マ
ン
経
営
の
ケ
ー
ス
で
あ
る
（
34
）

。
当
社
は
、
一
九
四
九
年
三
月
創
業
の
婦
人
服
の
メ
ー

カ
ー
で
あ
る
。
創
業
者
の
住
本
保
吉
氏
は
山
梨
県
出
身
。
尋
常
小
学
校
卒
業
後
、
私
塾
に
三
年
通
い
、
一
五
歳
で
甲
府
の
洋
服
店
へ
奉
公

に
で
た
た
た
き
上
げ
の
人
物
で
あ
っ
た
。
業
容
は
順
調
に
拡
大
し
、
一
九
七
五
年
一
二
月
に
は
婦
人
服
専
業
メ
ー
カ
ー
と
し
て
初
め
て
、

東
京
証
券
取
引
所
第
二
部
に
上
場
、
さ
ら
に
わ
ず
か
一
年
八
カ
月
後
の
一
九
七
七
年
八
月
に
は
第
一
部
へ
指
定
替
え
と
な
り
、
名
実
と
も

に
一
流
企
業
の
仲
間
入
り
を
果
た
し
た
。
創
業
三
〇
周
年
に
あ
た
り
、
一
九
七
九
年
一
月
創
業
者
住
本
保
吉
氏
が
会
長
に
退
き
、
専
務
取

締
役
で
あ
っ
た
高
野
義
雄
氏
が
二
代
目
社
長
に
就
任
し
た
。
高
野
氏
は
一
八
歳
で
上
京
入
社
後
、
わ
ず
か
一
八
年
足
ら
ず
の
三
五
歳
で
取

締
役
に
就
任
、
社
長
就
任
も
四
四
歳
で
あ
っ
た
。
高
野
氏
の
社
長
就
任
の
翌
年
、
一
九
八
〇
年
、
創
業
者
の
住
本
保
吉
会
長
が
逝
去
す
る
。

以
降
、
高
野
氏
が
名
実
と
も
に
当
社
の
ト
ッ
プ
と
し
て
采
配
を
ふ
る
う
こ
と
と
な
っ
た
。

当
社
が
い
か
に
高
野
氏
の
強
力
な
指
導
下
に
あ
っ
た
か
は
、
当
社
の
社
史
『
東
京
ス
タ
イ
ル
5
0
年
史
』
二
二
五
頁
の
な
か
に
、
高
野

氏
の
名
が
二
一
五
回
言
及
さ
れ
、
顔
写
真
が
一
一
〇
枚
掲
載
さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
も
う
か
が
わ
れ
る
。
ま
た
、
高
野
氏
の
人
と
な
り
に

つ
い
て
、『
東
京
ス
タ
イ
ル
5
0
年
史
』
本
編
一
六
〇
頁
の
う
ち
ほ
ぼ
二
〇
頁
を
さ
い
て
記
述
し
て
い
る
。
ち
な
み
に
、
同
書
に
お
け
る
、

一
〇
四
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す
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稲
葉
）

（
六
二
一
）

創
業
者
の
住
本
安
吉
氏

の
記
述
は
二
八
回
に
す

ぎ
ず
、
同
書
が
扱
う

五
〇
年
間
の
う
ち
三
〇

年
間
は
安
本
氏
が
社
長

を
務
め
て
い
た
こ
と
に

鑑
み
る
と
、
創
業
者
の

親
族
で
も
な
く
、
大
株

主
で
も
な
い
高
野
氏
に

関
す
る
記
述
回
数
と
量

の
多
さ
は
異
常
で
さ
え

あ
る
（
35
）

。
高
野
氏
は
、一
九
七
九

年
よ
り
、
二
〇
〇
九
年

八
月
職
場
で
倒
れ
て
亡

く
な
る
ま
で
、
三
〇
年

間
に
わ
た
っ
て
社
長
職

図表15-1　取締役会構成と企業パフォーマンス　東京スタイル1979-2009

図表15-2　役員中の社長持ち株比率と企業パフォーマンス　東京スタイル1979-2009
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五
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巻
第
三
号
（
二
〇
一
四
年
三
月
）

（
六
二
二
）

に
あ
っ
た
。
し
か
も
、
一
九
八
〇
年
の
創
業
者
住
本
保
吉
氏
の
死
去
以
来
、
会
長
職
は
お
か
れ

て
い
な
い
。
監
査
役
の
古
屋
敏
雄
氏
と
雨
宮
真
也
氏
は
、
高
野
氏
の
日
川
高
校
の
同
窓
生
で
あ

る
。
ま
た
、
二
〇
〇
二
年
か
ら
社
外
取
締
役
を
二
名
選
任
し
て
い
る
が
、
い
ず
れ
も
高
野
氏
の

友
人
で
あ
っ
た
。
そ
れ
以
外
の
取
締
役
と
監
査
役
は
、
い
ず
れ
も
当
社
の
生
え
抜
き
で
あ
る
。

高
野
氏
は
一
九
七
九
年
に
社
長
職
を
引
き
継
い
だ
が
、
図
表
15
は
そ
れ
以
降
二
〇
〇
九
年
ま

で
の
三
〇
年
間
の
同
氏
を
基
準
と
し
た
、
取
締
役
・
監
査
役
を
含
む
役
員
と
の
平
均
年
齢
差
、

同
氏
の
役
員
の
な
か
で
の
自
社
株
式
保
有
比
率
、
企
業
業
績
の
指
標
と
し
て
Ｒ
Ｏ
Ａ
（
使
用
総

資
本
事
業
利
益
率
）
と
自
己
資
本
比
率
を
示
し
て
い
る
。
図
表
15
に
示
さ
れ
る
よ
う
に
、
カ
ネ

ボ
ウ
の
伊
藤
淳
二
氏
、
西
武
鉄
道
の
堤
義
明
氏
と
同
様
、
年
齢
が
上
が
り
他
の
役
員
と
の
年
齢

を
上
回
り
、
ま
た
、
役
員
の
な
か
で
の
高
野
氏
の
自
社
株
式
保
有
比
率
が
高
ま
る
に
し
た
が
い
、

収
益
率
（
Ｒ
Ｏ
Ａ
）
が
低
下
し
て
い
る
。
役
員
と
の
年
齢
差
と
株
式
保
有
比
率
を
取
締
役
会
に

お
け
る
権
力
の
高
ま
り
と
す
れ
ば
、
権
力
の
強
化
と
収
益
率
は
逆
相
関
（
Ｒ
：
株
式
保
有
比
率
と

Ｒ
Ｏ
Ａ－

マ
イ
ナ
ス
〇
・
八
九
一
、
年
齢
差
と
Ｒ
Ｏ
Ａ－

マ
イ
ナ
ス
〇
・
九
一
七
）
し
て
い
た
。
つ
ま
り
、

高
野
氏
の
年
齢
が
他
の
役
員
の
年
齢
を
上
回
れ
ば
上
回
る
ほ
ど
、
役
員
の
な
か
で
の
持
ち
株
比

率
が
高
ま
れ
ば
高
ま
る
ほ
ど
、
収
益
率
が
低
下
し
て
い
る
。
し
か
し
、
他
の
ケ
ー
ス
と
異
な
り
、

自
己
資
本
比
率
は
、
高
野
氏
の
年
齢
が
他
の
役
員
の
年
齢
を
上
回
れ
ば
上
回
る
ほ
ど
、
役
員
の

な
か
で
の
持
ち
株
比
率
が
高
ま
れ
ば
高
ま
る
ほ
ど
、
高
ま
り
、
順
相
関
（
Ｒ
：
株
式
保
有
比
率
と

図表16　相関係数のまとめ

ROA 自己資本比率

企業名 西武鉄道 イトマン注） 東京スタイル カネボウ 西武鉄道 イトマン注） 東京スタイル カネボウ

計測期間 1965-2003 1975-92 1979-2009 1968-93 1965-2003 1975-92 1979-2009 1968-93

平均年齢差 －0.947＊＊＊ －0.408 －0.917＊＊＊ －0.576＊＊＊ －0.878＊＊＊ 0.472＊ 0.867＊＊＊ －0.908＊＊＊

株式保有比率 －0.889＊＊＊ －0.830＊＊＊ －0.891＊＊＊ －0.312 －0.959＊＊＊ －0.132 0.788＊＊＊ －0.794＊＊＊

（資料）各社有価証券報告書より筆者作成
　　＊両側10％水準で有意
　　＊＊＊両側 1％水準で有意
　　注）イトマンは 2期後のROA、自己資本比率との相関
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強
い
絆
が
会
社
を
つ
ぶ
す
（
稲
葉
）

（
六
二
三
）

自
己
資
本
比
率
〇
・
七
八
八
、
年
齢
差
と
自
己
質
本
比
率
〇
・
八
六
七
）
と
な
っ
て
い
る
。
こ
れ
は
経
営
者
が
自
ら
の
地
位
を
強
固
な
も
の
に
す
る

に
つ
れ
て
、
利
益
率
よ
り
も
安
定
性
を
優
先
し
た
と
解
釈
す
る
こ
と
も
で
き
よ
う
。

ケ
ー
ス
の
ま
と
め

以
上
、
ワ
ン
マ
ン
経
営
と
い
わ
れ
た
ケ
ー
ス
四
つ
に
つ
い
て
、
取
締
役
会
の
構
成
（
ワ
ン
マ
ン
経
営
者
を
基
準
と
し
て
他
の
役
員
と
の
平
均

年
齢
差
、
取
締
役
・
監
査
役
の
生
え
抜
き
度
、
当
該
経
営
者
の
経
営
者
内
で
の
自
社
株
持
ち
株
比
率
）
と
企
業
業
績
（
Ｒ
Ｏ
Ａ
（
使
用
総
資
本
事
業
利

益
率
）、
自
己
資
本
比
率
）
を
比
較
し
て
み
た
。
図
表
16
に
示
さ
れ
る
よ
う
に
、
ど
の
ケ
ー
ス
も
当
該
経
営
者
の
年
齢
が
上
が
り
他
の
役
員

と
の
年
齢
を
上
回
り
、
役
員
の
な
か
で
の
自
社
株
式
保
有
比
率
が
高
ま
る
に
し
た
が
い
、
Ｒ
Ｏ
Ａ
で
み
た
収
益
性
が
低
下
し
て
い
る
。
ま

た
、
東
京
ス
タ
イ
ル
を
の
ぞ
き
、
当
該
経
営
者
の
年
齢
が
上
が
り
他
の
役
員
と
の
年
齢
を
上
回
り
、
役
員
の
な
か
で
の
自
社
株
式
保
有
比

率
が
高
ま
る
に
し
た
が
い
、
自
己
資
本
比
率
で
み
た
企
業
の
安
定
性
が
低
下
し
て
い
る
。
役
員
と
の
年
齢
差
と
株
式
保
有
比
率
を
取
締
役

会
に
お
け
る
権
力
の
高
ま
り
と
す
れ
ば
、
権
力
の
強
化
と
業
績
は
逆
相
関
し
て
い
た
。
つ
ま
り
、
当
該
経
営
者
の
年
齢
が
他
の
役
員
の
年

齢
を
上
回
れ
ば
上
回
る
ほ
ど
、
役
員
の
な
か
で
の
持
ち
株
比
率
が
高
ま
れ
ば
高
ま
る
ほ
ど
、
業
績
と
安
定
性
が
低
下
し
て
い
る
。
つ
ま
り
、

因
果
関
係
が
証
明
さ
れ
た
わ
け
で
は
な
い
が
、
当
該
経
営
者
を
中
心
と
し
た
凝
集
性
と
権
力
の
集
中
度
が
高
ま
る
ほ
ど
、
企
業
の
収
益
性

（
Ｒ
Ｏ
Ａ
）
と
安
定
性
（
自
己
資
本
比
率
）
は
低
下
す
る
傾
向
が
み
ら
れ
る
。

六　

結
語

ケ
ー
ス
・
ス
タ
デ
ィ
に
お
け
る
観
測
結
果
は
、
本
稿
第
三
節
の
四
つ
の
仮
説
の
う
ち
、
仮
説
一
（
外
に
対
し
閉
鎖
性
が
強
い
組
織
で
は
、

一
〇
七
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第
五
十
巻
第
三
号
（
二
〇
一
四
年
三
月
）

（
六
二
四
）

不
祥
事
の
頻
度
が
高
い
）
と
仮
説
二
（
凝
集
性
が
高
く
、
か
つ
外
に
対
し
て
閉
鎖
性
が
強
い
組
織
は
、
組
織
の
規
範
逸
脱
行
為
に
よ
る
不
祥
事
の
頻
度
が

高
い
）
と
矛
盾
し
て
い
な
い
。
ケ
ー
ス
・
ス
タ
デ
ィ
で
み
る
限
り
、
強
い
絆
が
会
社
を
つ
ぶ
す
よ
う
に
も
み
え
る
。

し
か
し
、
こ
れ
ら
は
わ
ず
か
四
つ
の
ケ
ー
ス
・
ス
タ
デ
ィ
に
基
づ
く
知
見
で
あ
り
、
普
遍
性
が
あ
る
も
の
と
は
い
い
が
た
い
。
ま
た
、

一
般
的
に
凝
集
性
の
高
さ
と
取
締
役
会
の
構
成
（
開
か
れ
て
い
る
か
Ｖ
Ｓ
閉
ざ
さ
れ
て
い
る
か
）
と
企
業
業
績
（
利
益
率
、
成
長
性
、
安
定
性
）

が
ど
の
よ
う
に
関
連
し
て
い
る
の
か
に
つ
い
て
、
二
〇
〇
〇
年
と
二
〇
一
〇
年
の
両
年
に
お
け
る
東
証
一
部
上
場
企
業
の
デ
ー
タ
に
基
づ

い
た
分
析
で
は
、
社
長
が
他
の
役
員
よ
り
年
長
で
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
を
確
立
し
や
す
く
な
る
ほ
ど
、
社
長
の
在
任
期
間
が
長
い
ほ
ど
、
業

績
が
向
上
す
る
関
係
が
み
ら
れ
た
。
企
業
内
の
ま
と
ま
り
の
よ
さ
で
あ
る
凝
集
性
を
含
め
た
ソ
ー
シ
ャ
ル
・
キ
ャ
ピ
タ
ル
は
む
し
ろ
企
業

業
績
の
改
善
に
資
す
る
の
か
も
し
れ
な
い
。
た
だ
し
、
役
員
の
生
え
抜
き
度
が
高
く
な
る
と
、
売
上
高
で
み
た
成
長
性
は
低
下
す
る
の
で
、

過
度
の
凝
集
性
は
企
業
業
績
に
悪
影
響
が
あ
る
か
も
し
れ
な
い
。
ま
た
、
社
長
の
年
齢
と
企
業
業
績
は
逆
相
関
し
て
い
る
の
で
、
社
長
の

在
任
期
間
が
長
期
化
す
る
な
か
で
、
社
長
が
歳
を
と
る
に
し
た
が
っ
て
、
企
業
業
績
が
悪
化
す
る
と
い
う
意
味
で
、
仮
説
一
と
仮
説
二
と

整
合
性
が
と
れ
て
い
る
と
解
釈
す
る
こ
と
も
で
き
よ
う
。

本
稿
は
相
関
分
析
で
あ
り
、
因
果
関
係
は
つ
ま
び
ら
か
で
は
な
い
た
め
、
ケ
ー
ス
・
ス
タ
デ
ィ
で
補
完
し
た
。
ま
た
、
企
業
不
祥
事
の

分
析
は
ケ
ー
ス
・
ス
タ
デ
ィ
三
ケ
ー
ス
（
西
武
鉄
道
、
イ
ト
マ
ン
、
カ
ネ
ボ
ウ
）
の
み
で
あ
る
の
で
、
よ
り
客
観
的
な
デ
ー
タ
に
よ
る
実
証

研
究
が
必
要
で
あ
る
が
、
紙
幅
の
関
係
で
本
稿
で
は
実
施
で
き
な
か
っ
た
。
そ
の
た
め
、
三
節
で
提
示
し
た
仮
説
の
実
証
も
十
分
で
は
な

い
。
企
業
内
ソ
ー
シ
ャ
ル
・
キ
ャ
ピ
タ
ル
と
企
業
不
祥
事
の
よ
り
具
体
的
な
実
証
は
次
稿
で
検
討
す
る
こ
と
と
し
た
い
。

一
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強
い
絆
が
会
社
を
つ
ぶ
す
（
稲
葉
）

（
六
二
五
）

（
謝
辞
）

本
研
究
は
日
本
学
術
振
興
会
科
学
研
究
費
助
成
事
業
（
学
術
研
究
助
成
基
金
助
成
金
）（
挑
戦
的
萌
芽
研
究　

課
題
番
号
二
三
六
五
三
一
〇
三　

研
究
代
表
者
：
稲
葉
陽
二
）
を
得
て
実
施
し
て
い
ま
す
。
こ
こ
に
記
し
て
謝
意
を
表
し
ま
す
。
ま
た
、
研
究
分
担
者
の
金
光
淳
、
北
見
幸
一

の
両
先
生
に
も
深
謝
申
し
上
げ
ま
す
。
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
の
構
成
・
作
成
・
デ
ー
タ
整
理
、
校
正
を
手
伝
っ
て
い
た
だ
い
た
緒
方
淳
子
氏
、

草
ヶ
谷
明
日
美
氏
、
趙
清
香
氏
、
小
林
周
平
氏
、
長
井
園
子
氏
、
渡
邉
俊
子
氏
、
坂
本
香
梨
氏
、
田
中
江
梨
奈
氏
、
柳
和
秀
氏
、
飯
野
仁

美
氏
、
安
城
美
紀
氏
に
も
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。
御
忙
し
い
中
を
査
読
の
労
を
と
っ
て
い
た
だ
い
た
先
生
方
か
ら
も
有
益
な
コ
メ
ン
ト
を

頂
き
感
謝
し
て
お
り
ま
す
。
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献
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萬
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│
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 F
iascoes, S

E
C

O
N

D
 E

D
IT

IO
N
, W
adsw

orth. 
（
1
） 
Ｅ
Ｌ
‐
Ｎ
Ｅ
Ｔ
よ
り
、
製
造
物
責
任
、
欠
陥
、
偽
装
、
リ
コ
ー
ル
、
損
害
賠
償
責
任
、
粉
飾
決
算
、
リ
コ
ー
ル
隠
し
、
談
合
、
賄
賂
、
架
空
取

引
、
特
許
侵
害
、
特
許
訴
訟
、
工
場
火
災
、
船
舶
事
故
、
炎
上
、
環
境
汚
染
、
汚
染
物
質
を
キ
ー
ワ
ー
ド
に
検
索
。

（
2
） 

東
京
商
工
リ
サ
ー
チ
二
〇
一
二
年
度
「
不
適
切
な
会
計
・
経
理
を
開
示
し
た
上
場
企
業
」
調
査
。

http://w
w
w
.tsr-net.co.jp/new

s/analysis/2013/1237300_2164.htm
l

ア
ク
セ
ス
二
〇
一
三
年
八
月
二
一
日
。

（
3
） 

二
〇
一
二
年
三
月
一
日
付
日
本
経
済
新
聞
朝
刊
三
九
頁
。

（
4
） 

宮
坂
（
二
〇
〇
九
）
は
「
社
会
通
念
」
と
は
「
評
判
」「
世
間
の
と
り
ざ
た
」
だ
と
し
て
お
り
社
会
規
範
と
は
異
な
る
言
葉
を
も
ち
い
て
い
る
。

し
か
し
、
宮
坂
は
「
評
判
」
＝
「
世
間
の
と
り
ざ
た
」
と
し
て
い
る
の
で
、
こ
の
場
合
の
社
会
通
念
は
社
会
の
規
範
と
換
言
し
て
も
よ
い
と
考
え
る
。

（
5
） 

法
人
実
在
説
を
と
れ
ば
法
人
と
し
て
の
企
業
に
責
任
を
課
す
こ
と
も
可
能
で
あ
ろ
う
が
、
そ
れ
で
は
責
任
の
所
在
が
あ
い
ま
い
に
な
る
お
そ
れ

が
あ
る
。
責
任
の
所
在
を
明
白
に
す
る
た
め
、
本
稿
で
は
法
人
擬
制
説
に
準
拠
し
、
企
業
不
祥
事
は
自
然
人
が
起
こ
す
も
の
と
い
う
考
え
に
立
つ
。

（
6
） 

本
節
は
北
見
（
二
〇
一
〇
）
七
四
│
七
五
頁
に
準
拠
し
て
い
る
。

（
7
） 

齋
藤
（
二
〇
〇
七
）。
一
五
〇
件
の
不
祥
事
を
採
録
し
て
い
る
が
、
必
ず
し
も
不
祥
事
と
い
え
な
い
事
案
も
採
録
さ
れ
て
い
る
の
で
、
本
稿
で

は
一
五
〇
件
の
う
ち
、
ラ
イ
ブ
ド
ア
、
フ
ジ
テ
レ
ビ
ニ
ッ
ポ
ン
放
送
株
の
争
奪
戦
、
日
本
銀
行
総
裁
村
上
フ
ァ
ン
ド
投
資
問
題
、「
週
刊
朝
日
」
武

富
士
か
ら
の
編
集
協
力
費
受
け
取
り
事
件
の
三
件
を
除
外
し
た
一
四
七
件
を
分
析
対
象
と
し
た
。
齋
藤
憲
氏
か
ら
の
筆
者
へ
の
私
信
に
よ
れ
ば
、
本

書
は
日
外
ア
ソ
シ
エ
ー
ツ
が
独
自
に
編
集
し
た
も
の
と
の
こ
と
か
ら
、
以
下
本
文
中
で
は
齋
藤
（
二
〇
〇
七
）
と
表
記
せ
ず
に
書
名
で
表
記
し
て
あ

る
。

（
8
） 

二
〇
一
三
年
三
月
一
五
日
企
業
不
祥
事
研
究
会
（
於
日
本
大
学
法
学
部
）
に
お
け
る
間
嶋
崇
講
演
「
組
織
の
不
祥
事
│
倫
理
研
究
の
現
在
と
未

来
」
資
料
。

一
一
一
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四
年
三
月
）

（
六
二
八
）

（
9
） 

た
だ
し
規
範
は
時
と
と
も
に
変
化
す
る
の
で
、
公
務
員
へ
の
接
待
の
よ
う
に
、
従
来
は
規
範
逸
脱
で
な
く
と
も
社
会
の
変
化
を
反
映
し
て
規
範

逸
脱
行
為
と
な
る
場
合
も
あ
る
の
で
、
完
全
に
一
致
し
て
い
る
わ
け
で
は
な
い
。

（
10
） 
二
〇
一
三
年
に
顕
在
化
し
た
、
カ
ネ
ボ
ウ
化
粧
品
美
白
化
粧
品
「
ブ
ラ
ン
シ
ー
ル
」
の
使
用
者
に
重
い
白
斑
症
状
が
み
ら
れ
、
製
品
自
主
回
収

を
実
施
し
た
。
最
初
に
顧
客
か
ら
相
談
が
寄
せ
ら
れ
て
か
ら
二
年
間
「
フ
ォ
ロ
ー
の
必
要
の
な
い
相
談
」
と
し
て
放
置
さ
れ
続
け
、
被
害
が
拡
大
し

た
、
と
報
じ
ら
れ
て
い
る
。（
二
〇
一
三
年
七
月
三
一
日
日
経
産
業
新
聞
、
二
八
頁
）

（
11
） 

経
営
者
に
起
因
す
る
も
の
は
、
組
織
的
な
も
の
と
し
て
分
類
し
た
。

（
12
） 

日
本
監
査
役
協
会
（
二
〇
〇
三
、
三
頁
）
で
は
、
個
人
の
犯
罪
の
部
分
の
解
説
が
、「
事
故
・
ト
ラ
ブ
ル
は
平
素
の
危
機
管
理
が
不
徹
底
な
る

が
ゆ
え
に
起
こ
る
が
、
最
近
は
社
会
常
識
か
ら
逸
脱
し
た
企
業
論
理
か
ら
引
き
起
こ
さ
れ
る
不
祥
事
が
多
く
発
生
し
て
い
る
。
統
制
環
境
を
構
築
・

運
用
す
る
役
目
の
経
営
者
が
市
場
を
無
視
し
た
モ
ラ
ル
・
ハ
ザ
ー
ド
に
陥
れ
ば
、
安
全
に
対
す
る
従
業
員
教
育
も
不
徹
底
と
な
り
、
総
合
的
な
リ
ス

ク
管
理
が
甘
く
な
る
。」
と
「
個
人
犯
罪
」
か
ら
「
事
故
・
ト
ラ
ブ
ル
」
に
変
わ
っ
て
お
り
、
し
か
も
経
営
者
の
責
任
に
起
因
し
て
い
る
こ
と
を
示

唆
す
る
表
現
に
な
っ
て
い
る
。
ま
た
、「
社
会
常
識
か
ら
逸
脱
し
た
企
業
論
理
」
は
個
人
の
問
題
で
は
な
く
企
業
風
土
・
文
化
の
問
題
と
考
え
ら
れ

る
の
で
個
人
犯
罪
か
ら
除
外
し
、
純
粋
に
個
人
に
起
因
す
る
犯
罪
・
事
故
・
ト
ラ
ブ
ル
と
し
た
。

（
13
） 

樋
口
（
二
〇
一
二
）
で
は
、
こ
れ
はR

eason, J. 

（1997

） M
an

agin
g th

e R
isks of O

rgan
ization

al A
ccid

en
ts, A

shgate P
ublishing

の
「
組
織
モ
デ
ル
」
ア
プ
ロ
ー
チ
を
参
考
に
し
て
い
る
と
し
て
い
る
。

（
14
） 

株
式
会
社
日
興
コ
ー
デ
ィ
ア
ル
グ
ル
ー
プ
が
二
〇
〇
五
年
三
月
期
決
算
で
経
常
利
益
、
税
引
き
後
利
益
を
そ
れ
ぞ
れ
一
八
八
億
円
、
一
一
七
億

円
架
空
計
上
し
た
も
の
。
筆
者
の
判
断
で
は
、
社
会
通
念
上
は
ま
ぎ
れ
も
な
い
粉
飾
決
算
で
あ
る
が
、
証
券
取
引
法
第
一
七
二
条
第
一
項
第
一
号
に

基
づ
く
処
分
と
し
て
五
億
円
の
追
徴
金
課
税
で
処
理
さ
れ
た
。

（
15
） Irving Janis

（1972; 1982

）
に
よ
っ
て
提
唱
さ
れ
た
概
念
。
個
人
で
は
と
ら
な
い
決
定
を
集
団
で
は
と
っ
て
し
ま
う
事
を
指
す
概
念
。
詳
し

く
は
本
章
後
半
参
照
。

（
16
） 

岡
野
・
今
野
に
よ
れ
ば
、「
日
和
見
主
義
者
」
と
は
、「
そ
れ
ま
で
に
表
明
さ
れ
た
発
言
の
う
ち
自
派
の
発
言
者
が
半
数
以
上
で
あ
れ
ば
発
言
す

る
が
、
そ
う
で
な
い
と
き
は
発
言
し
な
い
人
」
で
「
全
体
と
し
て
5
人
以
上
の
発
言
者
が
出
な
い
限
り
様
子
見
を
続
け
、
発
言
し
な
い
。」
者
と
定

一
一
二
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稲
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）

（
六
二
九
）

義
さ
れ
て
い
る
（
二
〇
〇
六
、
一
四
頁
）。

（
17
） 

キ
ャ
ド
ベ
リ
ー
委
員
会
報
告
書
で
は
第
四
章
「
取
締
役
会
」
の
部
分
で
、「
取
締
役
会
会
長
の
役
割
の
重
要
性
と
特
別
な
性
質
を
考
え
あ
わ
せ

る
と
、
会
長
の
役
割
と
最
高
責
任
者
の
役
割
は
、
原
則
的
に
分
離
す
べ
き
で
あ
る
。」
と
し
て
い
る
。（
八
田
進
二
・
橋
本
尚
共
訳
『
英
国
の
コ
ー
ポ

レ
ー
ト
ガ
バ
ナ
ン
ス　

キ
ャ
ド
ベ
リ
ー
委
員
会
報
告
書　

グ
リ
ー
ン
ベ
リ
ー
委
員
会
報
告
書　

ハ
ン
ペ
ル
委
員
会
報
告
書
』
三
二
頁
。）

（
18
） Janis 
（2008

） pp.242-259.

（
19
） 

ソ
ー
シ
ャ
ル
・
キ
ャ
ピ
タ
ル
の
定
義
に
つ
い
て
は
稲
葉
（
二
〇
〇
五
、
二
〇
〇
八
）
を
参
照
さ
れ
た
い
。

（
20
） 

最
終
学
歴
終
了
後
た
だ
ち
に
当
該
企
業
に
勤
め
始
め
れ
ば
生
え
抜
き
度
は
1
、
調
査
時
点
で
当
該
企
業
に
勤
め
始
め
れ
ば
生
え
抜
き
度
は
ゼ
ロ

と
な
る
。

（
21
） 

β
値
は
株
式
市
場
全
体
株
価
の
変
化
に
対
し
て
、
当
該
企
業
の
株
価
の
相
関
を
表
わ
す
指
標
。
マ
イ
ナ
ス
1
か
ら
1
の
間
を
と
り
、
1
な
ら
市

場
全
体
の
株
価
変
動
に
対
し
完
全
に
順
相
関
、
マ
イ
ナ
ス
1
な
ら
完
全
に
逆
相
関
を
示
す
。
絶
対
値
が
低
い
ほ
ど
市
場
全
体
の
株
価
変
動
に
対
す
る

相
関
が
低
く
、
株
価
が
市
場
全
体
の
変
動
か
ら
安
定
し
て
い
る
。
β
値
、
株
価
収
益
率
は
六
〇
カ
月
の
時
系
列
デ
ー
タ
か
ら
東
京
証
券
取
引
所
が
算

出
。

（
22
） 

日
本
監
査
役
協
会
（
二
〇
〇
三
）
で
は
、
こ
の
ほ
か
経
営
者
関
与
の
不
祥
事
の
特
徴
と
し
て
、「
内
部
統
制
が
無
効
化
す
る
可
能
性
」
が
あ
り
、

「
不
正
隠
蔽
の
た
め
に
、
企
業
外
の
第
三
者
と
の
共
謀
や
文
書
の
偽
造
、
虚
偽
の
説
明
等
が
伴
う
こ
と
が
多
い
。」
と
指
摘
し
て
い
る
。
さ
ら
に
、
経

営
者
関
与
の
不
祥
事
発
生
の
プ
ロ
セ
ス
と
し
て
、「
経
営
者
を
「
不
正
を
し
て
で
も
」
と
い
う
心
理
に
追
い
込
む
よ
う
な
圧
力
」、
そ
れ
を
受
け
た
不

祥
事
を
行
う
動
機
の
発
生
、
画
策
、
実
行
の
四
段
階
を
あ
げ
、
そ
の
程
度
を
規
定
す
る
要
因
と
し
て
、
倫
理
観
や
欲
求
を
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
す
る
能
力

な
ど
を
含
め
た
経
営
者
の
人
格
と
経
営
者
が
お
か
れ
て
い
る
環
境
（
企
業
文
化
と
不
祥
事
を
実
行
し
や
す
い
組
織
環
境
）
を
あ
げ
て
い
る
。

（
23
） 

本
節
の
記
述
は
鐘
紡
株
式
会
社
社
史
編
纂
室
（
一
九
八
八
）
に
依
拠
し
て
い
る
。

（
24
） 

二
〇
〇
五
年
四
月
一
三
日
日
本
経
済
新
聞
朝
刊
一
面
、
二
〇
〇
五
年
七
月
三
〇
日
日
本
経
済
新
聞
朝
刊
社
説
。

（
25
） 

二
〇
〇
四
年
三
月
期
カ
ネ
ボ
ウ
有
価
証
券
報
告
書
。

（
26
） 

武
藤
山
治
氏
が
全
社
支
配
人
に
就
任
し
た
年
。
当
社
は
一
八
九
二
年
五
月
か
ら
一
九
二
一
年
七
月
ま
で
社
長
を
お
か
ず
、
会
長
の
み
在
籍
。
し

一
一
三



政
経
研
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第
五
十
巻
第
三
号
（
二
〇
一
四
年
三
月
）

（
六
三
〇
）

た
が
っ
て
、
武
藤
氏
が
事
実
上
の
社
長
と
し
て
経
営
の
任
に
あ
た
っ
た
。
た
だ
し
、
武
藤
氏
は
社
長
と
し
て
は
初
代
頭
取
・
社
長
の
三
越
得
右
衛
門

氏
に
つ
い
で
二
代
目
で
あ
る
。

（
27
） 
三
代
目
社
長
津
田
信
吾
氏
は
在
任
一
五
年
の
の
ち
、
Ａ
級
戦
犯
容
疑
者
と
な
っ
て
収
監
さ
れ
て
の
辞
任
で
あ
っ
た
。（
鐘
紡
株
式
会
社
社
史
編

纂
室
、
一
九
八
八
、
四
三
七
頁
）

（
28
） 

長
期
に
わ
た
り
カ
ネ
ボ
ウ
（
鐘
紡
）
の
経
営
の
任
に
あ
っ
た
歴
代
社
長
、
武
藤
山
治
、
津
田
信
吾
、
武
藤
絲
治
、
伊
藤
淳
二
の
四
名
と
伊
藤
の

後
継
社
長
四
名
は
い
ず
れ
も
慶
応
出
身
で
あ
っ
た
。
そ
の
他
、
慶
応
出
身
者
偏
重
に
つ
い
て
は
横
田
（
二
〇
〇
六
、
四
四
│
四
五
頁
）、
日
本
経
済

新
聞
社
（
二
〇
〇
四
、
一
〇
一
頁
）、
武
藤
・
松
田
（
二
〇
一
〇
、
二
四
九
頁
）
な
ど
参
照
。
ま
た
、『
鐘
紡
百
年
史
』
に
も
個
人
名
の
記
述
の
部
分

に
慶
応
義
塾
出
身
で
あ
る
旨
の
記
述
が
多
数
存
在
す
る
（
三
二
、
四
五
、
四
七
、
二
一
七
、
二
七
五
、
二
七
六
、
四
五
三
頁
な
ど
）。

（
29
） 

西
武
鉄
道
は
四
半
期
に
一
回
開
催
す
る
こ
と
が
会
社
法
で
定
め
ら
れ
て
い
る
取
締
役
会
を
七
年
間
も
書
面
上
で
し
か
開
催
し
な
か
っ
た
。
ま
た
、

会
計
監
査
人
も
個
人
の
公
認
会
計
士
が
長
期
に
わ
た
り
担
当
し
、
事
実
上
、
企
業
統
治
の
し
く
み
と
し
て
機
能
し
て
い
な
か
っ
た
。

（
30
） 

康
次
郎
氏
の
二
男
清
二
氏
、
三
男
義
明
氏
、
清
二
の
母
で
あ
る
操
氏
、
長
女
淑
子
の
夫
で
西
武
鉄
道
社
長
小
島
正
治
朗
、
二
女
邦
子
の
前
夫
で

西
武
化
学
社
長
森
田
重
郎
、
西
武
鉄
道
副
社
長
宮
内
巌
で
構
成
さ
れ
（
日
本
経
済
新
聞
社
（
二
〇
〇
六
、
一
〇
三
頁
））、
オ
ブ
ザ
ー
バ
ー
と
し
て
康

次
郎
氏
の
大
番
頭
で
あ
っ
た
中
嶋
忠
三
郎
氏
、
義
明
氏
の
弟
で
あ
る
康
弘
氏
、
山
本
弁
護
士
が
参
加
し
て
い
た
。（
大
西
健
夫
ほ
か

（
二
〇
〇
六
、
二
六
二
│
二
六
三
頁
））。

（
31
） 

日
本
経
済
新
聞
社
（
二
〇
〇
六
）
一
一
二
頁
。

（
32
） 

イ
ト
マ
ン
の
場
合
は
、
河
村
氏
辞
任
後
に
そ
の
経
営
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
の
影
響
が
財
務
諸
表
に
顕
在
化
し
た
と
判
断
し
、
収
益
率
と
自
己
資
本

比
率
に
は
二
期
の
タ
イ
ム
ラ
グ
を
付
し
て
相
関
係
数
を
算
出
し
た
。

（
33
） 

本
節
の
記
述
は
稲
葉
（
二
〇
〇
九
）
に
依
拠
し
て
い
る
。

（
34
） 

東
洋
経
済
新
報
社
『
会
社
四
季
報
2
0
0
7
年
3
集
』
で
は
東
京
ス
タ
イ
ル
の
特
色
と
し
て
「
長
期
ワ
ン
マ
ン
政
権
が
続
く
」
と
記
述
し
て
い

る
（
一
五
七
九
頁
）。

（
35
） 

た
と
え
ば
、
50
年
史
に
は
高
野
氏
の
中
学
時
代
の
記
述
ま
で
あ
る
。「
中
学
時
代
は
甲
子
園
を
夢
見
た
野
球
少
年
、
高
校
時
代
は
陸
上
部
と
相

一
一
四



強
い
絆
が
会
社
を
つ
ぶ
す
（
稲
葉
）

（
六
三
一
）

撲
で
活
躍
し
た
。
陸
上
で
は
槍
投
げ
を
得
意
と
し
た
。
2
年
生
の
と
き
県
大
会
記
録
を
更
新
し
て
優
勝
、
国
体
に
も
出
場
し
た
。
相
撲
で
も
、
県
大

会
を
勝
ち
抜
い
て
全
国
大
会
に
出
場
し
た
。
ま
さ
し
く
ス
ポ
ー
ツ
万
能
で
、
さ
ら
に
応
援
団
長
も
引
き
受
け
る
な
ど
、
そ
の
行
動
力
・
統
率
力
は
仲

間
う
ち
で
は
も
ち
ろ
ん
、
学
校
中
で
注
目
さ
れ
た
。」（
一
二
頁
）
一
部
上
場
企
業
の
社
史
で
創
業
者
で
は
な
い
社
長
の
中
学
時
代
の
記
述
か
ら
始
ま

る
も
の
は
、
筆
者
の
知
る
限
り
で
は
当
社
の
み
で
あ
る
。

一
一
五




